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明
治
四
三
―

四
四（
一
九
一
〇
―
一
九
一一
）年
の

『
東
京
朝
日
新
聞
』連
載
記
事「
時
代
の
家
屋
」に

見
ら
れ
る
住
宅
間
取
り
に
つ
い
て

―
わ
が
国
戦
前
期
の
中
流
住
宅
勃
興
期
に
お
け
る
住
宅
に
関
す
る
一
考
察

―

内
田
　
青
蔵

は
じ
め
に

一
　『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
連
載
記
事
「
時
代
の

家
屋
」
に
つ
い
て

二
　「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
か
ら
み
る
中
流

住
宅
の
イ
メ
ー
ジ

1　

家
屋
の
形
状
に
つ
い
て

2　

家
屋
の
規
模

3　

家
屋
の
建
設
費

三
　「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
か
ら
み
る
明
治

末
期
の
住
宅
像
に
つ
い
て

1　

古
宇
田
設
計
の
間
取
り
か
ら
み
る
住
宅

像

2　
「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
の
動
線
処

理
に
つ
い
て

3　
「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
の
応
接
間

の
存
在
に
つ
い
て

4　
「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
の
「
家
族

本
位
」
の
傾
向
に
つ
い
て

む
す
び
に
か
え
て

―
「
時
代
の
家
屋
」
の
間

取
り
か
ら
み
る
明
治
末
期
の
住
宅
像

　

本
稿
は
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
一
一
月
八
日
か
ら
翌
年
七
月
一
六
日
ま
で
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
三
六
回
に
わ
た

っ
て
連
載
さ
れ
た
「
時
代
の
家
屋　

中
流
紳
士
邸
宅
間
取
図
」
を
主
資
料
と
し
、
明
治
末
期
の
わ
が
国
中
流
住
宅
の
間
取
り
の
特
徴

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
近
代
日
本
住
宅
史
研
究
で
は
、
上
流
層
の
住
宅
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
洋
風

化
が
、
中
流
層
の
住
宅
に
も
浸
透
し
て
い
く
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
戦
前
期
を
代
表
す
る
中
流
層
の
新
し
い
住
宅
様
式
「
中
廊
下
形

住
宅
」
の
誕
生
期
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
廊
下
形
住
宅
は
、
①
移
動
の
た
め
の
廊
下
を
建
物
中
央
部
に
配
し
、
住
宅
内
の
動

線
を
確
立
す
る
、
②
玄
関
脇
に
イ
ス
座
式
の
洋
風
応
接
室
を
備
え
る
、
と
い
う
二
つ
の
顕
著
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
期
の
住
宅
例
、
と
り
わ
け
、
そ
の
特
徴
を
判
読
で
き
る
間
取
り
の
事
例
は
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
た
め
、
重
要
な
時
期

と
位
置
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
資
料
に
基
づ
い
た
検
証
研
究
は
極
め
て
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

連
載
記
事
の
概
要
、
記
事
を
担
当
し
た
建
築
家
古
宇
田
實
に
つ
い
て
、
な
ら
び
に
、
記
事
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
間
取
り
三
四
例
の
規

模
や
建
設
費
な
ど
の
概
要
の
紹
介
と
と
も
に
、
新
し
い
住
宅
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
〝
廊
下
〟
と
〝
洋
間
の
応
接
室
〟
の
存
在
の
有
無

に
着
目
し
な
が
ら
、
間
取
り
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
掲
載
さ
れ
た
間
取
り
で
は
、
廊
下
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

た
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
廊
下
の
な
い
事
例
で
は
改
良
案
と
し
て
廊
下
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
な
ど
、
廊
下
が
重
視
さ

れ
て
い
た
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
洋
室
を
備
え
た
事
例
は
極
め
て
少
な
く
、
玄
関
脇
に
洋
室
を
備
え
た
事
例
は
わ
ず
か
二

例
と
極
め
て
少
な
く
、
起
居
形
式
の
洋
風
化
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。
な
お
、
玄
関
脇
に
和
室
の

応
接
間
を
備
え
る
事
例
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
玄
関
脇
に
洋
室
を
構
え
る
形
式
の
前
段
と
し
て
和
室
の
応
接
間
を
備
え
る
形

式
の
存
在
が
窺
え
た
。
こ
の
点
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

中
廊
下
形
住
宅
、
中
廊
下
、
縁
側
廊
下
、
洋
風
応
接
室
、
東
京
朝
日
新
聞
、
間
取
り

キ
ー
ワ
ー
ド

【要旨】



4

常民文化研究　第１巻（2022）

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

『
東
京
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
一
一
月
八
日

か
ら
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
七
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
総
計
三
六

回
連
載
さ
れ
た
「
時
代
の
家
屋 
中
流
紳
士
邸
宅
間
取
図
」
を
取
り
上
げ
、

こ
の
時
期
の
住
宅
の
間
取
り
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
間
取
図
」
を
「
間
取

り
」
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　

こ
の
新
聞
記
事
の
連
載
さ
れ
た
明
治
末
期
は
、
わ
が
国
戦
前
期
の
都
市

型
住
宅
の
歴
史
研
究
と
し
て
木
村
徳
国
博
士
が
主
張
す
る
「
中
廊
下
形
住

宅
様
式
」
の
誕
生
時
期
で
あ
り
、
明
治
以
降
に
行
わ
れ
て
き
た
洋
風
化
が

上
流
層
の
住
宅
を
経
て
、
い
わ
ゆ
る
中
流
層
の
住
宅
に
も
浸
透
し
て
い
く

重
要
な
時
期
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
重
要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
こ

の
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
は
、
中
小
規
模
住
宅
の
洋
風
化
を
牽
引
し
た

住
宅
会
社
「
あ
め
り
か
屋
（
（
（

」
が
設
立
し
て
活
動
を
開
始
し
た
り
、
あ
る
い

は
、
中
流
層
を
対
象
と
し
た
住
宅
図
集
や
住
ま
い
や
生
活
に
つ
い
て
の
主

張
を
中
心
と
し
た
住
宅
啓
蒙
書
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ

り
、
藤
岡
洋
保
・
石
井
高
弘
は
「
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
住

宅
の
図
面
を
掲
載
し
た
単
行
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
」
と
し
、
住
宅
図

集
が
明
治
三
九
年
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
背
景
と
し

て
住
宅
不
足
と
い
う
状
況
の
中
で
中
産
階
級
の
高
い
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
（
（
（

る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
住
宅
関
係
図
書
の
刊
行
と
と
も
に
、『
建
築
世
界
』

（
明
治
四
〇
年
創
刊
）、『
建
築
画
報
』（
明
治
四
四
年
創
刊
）
な
ど
建
築
を
専

門
と
し
た
様
々
な
市
販
雑
誌
が
発
行
さ
れ
始
め
る
時
期
で
も
あ
っ
（
（
（
た
。
菊

岡
俱
也
は
「
専
門
の
技
術
者
を
対
象
と
す
る
市
販
雑
誌
が
登
場
す
る
の
は
、

建
築
で
は
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
前
後
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
い
う
新
し
い
技
術
の
導
入
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
、

東
京
高
等
工
業
学
校
（
現
東
京
工
業
大
学
）
に
建
築
科
が
創
設
さ
れ
る
な

ど
建
築
を
学
ぶ
裾
野
が
広
が
り
、
職
人
た
ち
も
新
し
い
技
術
の
摂
取
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
（
（
（
る
。
こ
の
よ
う
に
明

治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
、
中
流
層
の
住
宅
を
含
め
建
築
を
巡
る

状
況
の
変
化
期
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
わ
が
国
の
近
代
住
宅
史
研
究
に
お
い
て
新
聞
記
事
な
が
ら
も
重

要
か
つ
貴
重
な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

年
の
八
月
一
一
日
か
ら
九
月
二
七
日
ま
で
の
合
計
二
九
回
に
わ
た
っ
て
記

者
土
屋
元
作
が
連
載
し
た
『
時
事
新
報
』
紙
上
の
「
家
屋
改
良
談
」
で

あ
（
（
（
る
。
こ
の
記
事
を
書
い
た
土
屋
は
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
開

催
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
を
機
に
渡
米
し
、
足
掛
け
五
年
後
の
明
治

三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
帰
国
し
、
そ
の
後
も
欧
米
に
行
き
来
し
た
国
際
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人
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
安
野
彰
に
よ
れ
ば
、
土
屋
の
主
張
は
、
ア

メ
リ
カ
見
聞
の
影
響
が
強
く
、「
表
面
的
な
洋
風
化
で
は
な
く
、
本
質
的

な
住
宅
改
良
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
因
習
を
断
ち
切
り
、
欧
米

の
考
え
方
に
倣
っ
て
災
害
に
強
く
、
快
適
で
実
用
性
を
備
え
た
新
時
代
に

お
け
る
中
流
の
住
宅
を
望
む
も
の
で
あ
っ
（
（
（

た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
当
時
の
新
し
い
主
張
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
連
載
記
事

は
翌
年
に
時
事
新
報
社
か
ら
単
行
本
『
家
屋
改
良
談 

全
』
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
『
時
事
新
報
』
は
、
明
治
三
〇
年
代
前

半
期
で
は
、「
経
済
力
の
あ
る
商
工
階
層
の
読
む
新
聞
」
で
、「
商
人
読
者

に
は
大
規
模
経
営
の
商
店
主
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
当
時
、

「
他
紙
に
は
少
な
い
実
業
家
や
会
社
銀
行
員
の
読
者
の
占
め
る
比
率
が
高
」

く
、「
産
業
資
本
家
や
商
業
資
本
家
の
全
面
的
支
持
を
得
て
い
た
」
新
聞

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
（
（
（
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
今
回
用
い
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
ど
の
よ
う
な
読
者

層
が
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
朝
日
新
聞
は
、
明
治
一
二

（
一
八
七
九
）
年
一
月
二
五
日
に
大
阪
で
創
刊
さ
れ
た
新
聞
で
、
明
治
一

六
年
に
は
一
日
の
平
均
発
行
部
数
が
二
万
を
超
え
、
全
国
首
位
を
占
め
た
。

そ
し
て
、
明
治
一
九
年
に
は
東
京
支
社
を
開
設
し
、
二
年
後
の
明
治
二
一

年
七
月
一
〇
日
に
東
京
朝
日
新
聞
を
創
刊
し
て
い
る
。
こ
の
東
京
朝
日
新

聞
は
、
確
実
に
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
よ
う
で
、
一
日
の
発
行
部
数
を
見

て
み
る
と
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
四
万
七
六
四
二
部
で
あ
っ
た

の
が
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
は
一
一
万
一
二
九
二
部
と
な
る
な

ど
二
倍
以
上
の
発
行
部
数
へ
と
発
展
し
て
い
（
（
（
た
。
ま
た
、
そ
の
読
者
層
も

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
は
商
人
を
中
心
に
学
生
や
兵
士
な
ど
の
ば

ら
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
以
降
、
知
識
階
級
が

読
む
新
聞
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
（
（
（

る
。
こ
の
よ
う
に
今
回
取
り
上
げ
た

「
時
代
の
家
屋
」
は
、
ま
さ
に
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
読
者
層
が
知
識
階

級
へ
と
広
が
り
を
見
せ
始
め
た
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
新
し
い

読
者
層
の
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
連
載
記
事
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
改
め
て
、
木
村
博
士
が
主
張
す
る
新
し
い
住
宅
様
式
と
し
て
の

中
廊
下
形
住
宅
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
①
間
取
り
の
中
央
部
に
中
廊
下

を
持
つ
、
②
玄
関
脇
に
洋
風
応
接
室
を
備
え
る
、
と
い
う
二
つ
の
顕
著
な

特
徴
を
も
つ
も
の
を
指
す
こ
と
が
わ
か
（
（1
（
る
（
図
1
、
2
）。
す
な
わ
ち
、

当
時
の
伝
統
的
な
住
宅
の
多
く
は
四
つ
間
取
り
や
六
つ
間
取
り
と
い
わ
れ

る
名
称
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
屋
と
部
屋
が
襖
や
障
子
で
区
画
さ

れ
た
続
き
間
か
ら
な
る
も
の
が
一
般
的
で
、
そ
の
た
め
移
動
の
際
に
は
部

屋
の
外
の
庭
側
に
設
け
ら
れ
た
縁
側
を
用
い
る
と
と
も
に
他
の
部
屋
を
通

り
抜
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
移
動
時
に
他
の
部
屋
を
通

り
抜
け
る
と
い
う
不
都
合
さ
は
、
洋
風
化
が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
中
で
、

明
治
三
〇
年
代
以
降
に
展
開
さ
れ
る
在
来
住
宅
批
判
の
中
で
欠
点
と
し
て

挙
げ
ら
（
（1
（
れ
、
そ
の
改
良
が
め
ざ
さ
れ
た
。



図 3　「鹿児島市に於ける普通住宅のプラン
一般」（『建築雑誌』明治 39 年 2 月号）

図 4　改良案（『建築雑誌』No. 230　明治
39 年 2 月号）

図 1　中廊下形住宅の事例 1　最も早い事例
（吉原米次郎『和洋住宅建築図集』明治 43 年）

図 2　中廊下形住宅の事例 2　中廊下を欠く中
廊下形住宅の事例（木村徳国『日本近代都市独
立住宅様式の成立と展開に関する史的研究』私
家版　昭和 34 年）
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そ
し
て
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
に
は
、
こ
う
し
た
在
来
住
宅
の
欠
点

を
取
り
除
こ
う
と
し
た
意
欲
的
な
改
良

案
が
、『
建
築
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
准
員
の
提
案
に
よ
る
も

の
で
、「
鹿
児
島
市
に
於
け
る
普
通
住

宅
の
プ
ラ
ン
一
般
」
で
あ
る
（
図
3
、

4
）。
こ
こ
で
は
ま
さ
に
、
通
り
抜
け

や
声
の
筒
抜
け
の
不
都
合
を
解
消
す
る

た
め
に
、
部
屋
の
庭
側
に
縁
側
を
回
し

て
動
線
を
確
保
し
、
ま
た
、
各
部
屋
の

独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
部
屋
と
部

屋
の
境
に
押
入
れ
や
床
の
間
な
ど
を
配

置
し
、
続
き
間
を
無
く
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
改
良
案
の
提
案
と
と
も
に

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
、
建

築
家
の
田
辺
淳
吉
が
『
建
築
雑
誌
』
上

で
、
間
取
り
の
中
央
に
中
廊
下
を
配
し

た
西
豪
州
の
住
宅
を
手
本
に
、
わ
が
国

の
中
流
住
宅
に
動
線
処
理
の
た
め
に
中

廊
下
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
（
図



図 5　西豪州の住宅（田辺淳吉「西豪州の住家」『建築雑誌』
No. 253　明治 41 年 1 月号）

図 6　和洋折衷住家（北田九一「和洋折衷住家」『建築雑誌』144 号　明治 31
年 12 月号）

明治 43-44（1910-1911）年の『東京朝日新聞』連載記事
「時代の家屋」に見られる住宅間取りについて（内田）

7

5
）
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
明
治
初
期
に
は
、
例
え
ば
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
完
成
し

た
旧
福
岡
藩
主
の
黒
田
邸
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
上
流
層

の
住
宅
と
し
て
、
伝
統
的
な
和
館
の
横
に
洋
館
を
建
て
、
廊
下
で
結
ぶ
和

洋
館
並
列
型
住
宅
が
出
現
し
て
い
（
（1
（
た
。
こ
う
し
た
上
流
層
の
住
宅
の
姿
を

モ
デ
ル
に
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
は
建
築
家
の
北
田
九
一
は

「
和
洋
折
衷
住
家
」
と
題
し
て
、
中
流
層
向
け
の
新
し
い
住
宅
を
提
案
し

て
い
る
。
こ
れ
も
『
建
築
雑
誌
』
上
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
伝
統
的
な
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中
小
規
模
の
和
風
住
宅
の
玄
関
脇
に
一
・
二
室
の
応
接
室
や
書
斎
と
な
る

洋
室
を
備
え
る
と
い
う
、
上
流
層
の
和
洋
館
並
列
型
住
宅
を
モ
デ
ル
に
し

た
も
の
だ
っ
（
（1
（

た
（
図
6
）。

　

木
村
博
士
は
、
こ
う
し
た
明
治
後
期
に
展
開
さ
れ
て
い
た
在
来
住
宅
批

判
の
動
向
や
明
治
期
以
降
の
上
流
層
の
住
宅
形
式
を
も
と
に
提
案
さ
れ
て

い
た
諸
案
の
存
在
を
背
景
に
、
明
治
末
期
頃
に
は
中
流
層
の
新
し
い
住
宅

形
式
と
し
て
中
廊
下
形
住
宅
が
姿
を
現
わ
す
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
洋
風
の
応
接
室
・
書
斎
も
中
廊
下
も
わ
が
国

の
伝
統
的
な
も
の
で
は
な
く
、
欧
米
の
影
響
の
も
と
で
近
代
的
な
住
宅
と

し
て
中
廊
下
形
住
宅
が
成
立
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し

た
解
釈
に
関
し
て
は
、
在
来
住
宅
の
使
い
勝
手
な
ど
の
創
意
工
夫
の
中
で

廊
下
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
た
と
す
る
見
解
に
よ
る
異
（
（1
（
論
も
展
開
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
は
、
検
証
す
る
た
め
の
住
宅
事
例
が
限
ら
れ
、
今
後
、
議

論
を
深
め
る
た
め
に
は
新
た
な
史
資
料
の
発
掘
も
重
要
な
課
題
で
も
あ
る

と
い
え
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
で
扱
う
資
料
は
明
治
末
期
の
中
流
層
の
住
宅
間

取
り
図
で
あ
り
、
見
方
に
よ
れ
ば
、
在
来
住
宅
の
変
革
期
の
様
相
を
具
体

的
に
伝
え
る
資
料
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
木
村
博
士
の
提

唱
す
る
中
廊
下
形
住
宅
と
の
関
係
性
に
注
目
し
、
主
に
〝
廊
下
〟
と
玄
関

脇
の
〝
洋
風
の
応
接
室
〟
の
存
在
に
着
目
し
な
が
ら
当
時
の
間
取
り
の
特

徴
を
整
理
し
て
み
た
い
と
思
（
（1
（

う
。

一　�『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
連
載
記
事
「
時
代
の
家
屋
」�

に
つ
い
て

　

明
治
四
三
年
一
一
月
五
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
紙
面
の
六
頁
に
、

「
予
告 

時
代
の
家
屋 

中
流
紳
士
邸
宅
間
取
図
」
と
い
う
囲
み
記
事
風
の

予
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
7
）。
以
下
、
引
用
し
た
い
。

商
店
に
せ
よ
住
宅
に
せ
よ
其
建
築
の
適
否
は
直
接
に
生
活
状
態
に
影
響
を

及
ぼ
し
商
業
の
繁
昌
、
家
庭
の
和
楽
も
之
に
よ
つ
て
左
右
せ
ら
る
、
翻
つ

て
都
市
の
発
展
に
伴
ふ
現
時
の
建
築
に
徴
す
る
に
徒
ら
に
外
観
を
衒
ひ
て

卑
俗
に
陥
り
内
容
を
疎
か
に
し
て
不
便
を
招
く
の
類
多
く
能
く
建
築
の
目

的
を
達
し
て
利
便
、
衛
生
、
経
済
等
の
要
義
を
盡
し
た
る
は
稀
な
り
是
れ

一
に
は
時
代
の
趣
味
の
堕
落
に
起
因
す
と
雖
も
一
は
主
人
公
が
建
築
上
の

智
識
に
乏
し
き
の
致
す
所
と
す
我
社
は
東
京
美
術
学
校
教
授
工
学
士
古
宇

田
實
君
に
嘱
し
て
先
づ
中
流
紳
士
向
の
邸
宅
設
計
図
を
作
成
し
て
逐
次
之

を
紙
上
に
掲
げ
形
式
実
用
共
に
時
代
の
家
屋
と
し
て
最
も
適
応
し
た
る
建

築
の
一
班
を
示
し
聊
か
参
考
に
資
せ
ん
と
す
若
し
夫
れ
本
図
の
精
緻
に
し

て
高
雅
な
る
趣
味
的
設
計
と
簡
便
に
し
て
衛
生
経
済
の
両
面
を
具
備
せ
る

折
衷
式
考
案
と
は
相
俟
つ
て
現
代
住
宅
建
築
の
好
新
例
た
る
を
疑
は
ず



図 7　「予告　時代の家屋」（明治 43 年 11 月 5 日『東京朝日新聞』）

明治 43-44（1910-1911）年の『東京朝日新聞』連載記事
「時代の家屋」に見られる住宅間取りについて（内田）
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
建
築
の
善
し
悪
し
は
直
接
生
活
に
影
響
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
時
代
の
変
化
に
適
応
し
た
利
便
性
や
経
済
性

を
反
映
し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
と
批
判
し
、
そ
う
し
た
状
況
に
あ
る

の
は
、
施
主
の
建
築
知
識
の
無
さ
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

時
代
に
則
し
た
住
宅
建
築
の
普
及
を
め
ざ
し
、
東
京
美
術
学
校
教
授
の
古

　

な
お
、
設
計
者
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
東
京
美
術
学
校
教
授
の
古
宇
田
實

が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
時
代
の
家
屋
」
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
古
宇
田
は
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に

東
京
で
生
ま
れ
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
工
科
大

学
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
卒
業
後
は
大
学
院
に
進
み
「
建
築
と
庭
園
と
の

関
係
」
を
研
究
し
た
若
き
俊
英
と
い
え
（
（1
（
る
。
大
学
院
修
了
後
の
明
治
三
八

年
か
ら
東
京
美
術
学
校
教
授
と
な
り
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
か
ら

は
神
戸
高
等
工
業
学
校
教
授
を
兼
務
し
て
い
た
。
こ
の
「
時
代
の
家
屋
」

を
担
当
し
て
い
た
当
時
は
、
三
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
き
建
築
家
兼

教
育
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
改
め
て
明
治
四
三
年
一
一
月
五
日
の
「
予
告
」
を
見
る
と
、
連

載
の
期
間
な
ど
は
一
切
記
述
が
な
く
、
と
り
あ
え
ず
、
筆
者
が
新
聞
を
見

て
確
認
し
た
限
り
で
は
、
第
1
回
目
が
明
治
四
三
年
一
一
月
八
日
で
、
終

わ
り
と
考
え
ら
れ
る
第
36
回
目
が
翌
明
治
四
四
年
七
月
一
六
日
と
な
（
（1
（
る
。

そ
し
て
、
こ
の
最
終
と
考
え
ら
れ
る
第
36
回
目
の
記
事
で
も
、
連
載
の
終

了
に
関
す
る
記
載
は
な
い
こ
と
か
ら
、
自
然
消
滅
的
な
形
で
終
了
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
予
告
」
に
よ
れ
ば
、
掲
載
さ
れ
る
間
取
り
は
古
宇
田
實

の
設
計
に
よ
る
も
の
と
な
る
が
、
第
1
回
か
ら
第
3
回
ま
で
は
「
古
宇
田

實
氏
案
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
古
宇
田
の
設
計
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
第

5
回
目
以
降
は
「
古
宇
田
實
氏
選
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
宇
田
自
身
の

宇
田
實
に
「
中
流
紳
士
邸
宅
間
取

図
」
を
設
計
し
て
も
ら
い
、
新
時
代

の
住
宅
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
と
連

載
を
始
め
る
目
的
を
述
べ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
住
宅
の
間
取

り
を
描
い
た
「
間
取
図
」
を
具
体
的

に
用
い
た
連
載
は
、
明
治
以
降
の
近

代
化
の
な
か
で
、
一
般
の
人
々
の
生

活
の
場
が
実
生
活
と
う
ま
く
対
応
で

き
な
い
矛
盾
を
抱
え
始
め
、
住
ま
い

も
変
化
す
べ
き
時
代
と
な
っ
た
こ
と

の
現
れ
と
い
え
、
そ
の
解
消
の
た
め

に
購
読
者
と
し
て
の
中
流
層
の
人
々

の
住
宅
建
築
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い

え
る
。



10

常民文化研究　第１巻（2022）

設
計
で
は
な
く
、
古
宇
田
が
選
び
掲
載
し
た
間
取
り
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
（
（1
（
る
。
す
な
わ
ち
、
第
5
回
目
の
記
事
に
は
「
附
白 

掲
載
の
図
面
に
対

す
る
批
評
を
歓
迎
す
又
図
面
を
投
寄
せ
ら
る
る
時
は
選
評
の
上
登
載
す
但

批
評
図
面
共
取
捨
は
選
者
に
一
任
さ
れ
た
し
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
連
載

早
々
、
反
響
が
あ
り
、
掲
載
さ
れ
た
間
取
り
に
関
す
る
批
評
と
と
も
に
、

間
取
り
の
投
稿
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
第
5
回
目

か
ら
は
、
古
宇
田
が
選
者
と
な
り
、
送
ら
れ
て
来
た
図
面
か
ら
掲
載
図
面

を
選
び
、
掲
載
を
開
始
し
始
め
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
投
稿
者
は
、
東
京
高
等
工
業
学
校
学
生
や
同
校
教
員
の
斎
藤
兵
次

郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
間
取
り
に
は
古
宇
田
の

大
学
の
上
司
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
教
授
大
沢
三
之
助
設
計
の
住
宅
や
別

荘
も
取
り
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
投
稿
案
と
と
も
に
そ

れ
以
外
に
古
宇
田
が
他
か
ら
選
ん
だ
も
の
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

二　

�「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
か
ら
み
る�

中
流
住
宅
の
イ
メ
ー
ジ

　
「
時
代
の
家
屋
」
の
三
六
回
の
連
載
記
事
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
建
物
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
が
〈
表
1
〉
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
三
六
回
の
連
載
記
事
と
な
る
も
の
の
、
第
4
回
は
第
3
回
で
取
り
上

げ
た
間
取
り
の
住
宅
の
立
面
図
の
み
が
掲
載
さ
れ
、
間
取
り
を
描
い
た
図

面
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
間
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
三
五
回
分
の

記
事
と
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
第
15
回
と
第
18
回
の
二
つ
の
記
事
で
は
、

間
取
り
と
と
も
に
立
面
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
三
五
回
の
記
事
で
扱
っ
て
い
る
建
物
を
見
る
と
、「
専
用
住
宅
」

と
と
も
に
商
家
一
例
（
第
18
回
）
と
別
荘
建
築
三
例
（
第
15
回
、
第
30
回
、

第
31
回
）、
お
よ
び
ア
ト
リ
エ
付
き
の
美
術
家
の
住
宅
（
第
26
回
）
が
あ
る
。

本
稿
で
は
専
用
住
宅
に
別
荘
建
築
お
よ
び
ア
ト
リ
エ
付
き
住
宅
を
扱
う
こ

と
と
し
、
店
舗
を
中
心
と
し
た
商
家
一
例
を
除
く
三
四
回
の
記
事
を
分
析

対
象
と
し
て
そ
の
間
取
り
三
四
例
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

さ
て
、
分
析
を
始
め
る
前
に
、「
中
流
紳
士
邸
宅
間
取
図
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
住
宅
―
中
流
住
宅
―
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る
た
め
、
最
初
に
〈
表
1
〉
を
も
と
に
、
家
屋
の
形

状
、
規
模
、
工
費
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
、
掲
載
記

事
に
は
基
本
一
例
の
住
宅
間
取
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

中
に
は
応
募
案
の
原
図
と
と
も
に
、
古
宇
田
の
手
に
な
る
改
良
案
も
同
時

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
改
良
案
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
デ
ー
タ
、
改
良
案
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
の
推
奨
し
て
い

る
一
例
の
デ
ー
タ
を
記
載
し
て
い
る
。
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1
　
家
屋
の
形
状
に
つ
い
て

　

家
屋
の
形
状
に
つ
い
て
、
三
四
例
の
形
状
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

木
造
瓦
葺　

平
屋

：

二
六
例

木
造
瓦
葺
二
階
建

：

六
例

和
洋
館
並
列
型　

：

二
例
（
二
階
建
て
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
三
四
例
中
二
六
例
の
約
八
割
が
木
造
瓦
葺
平
屋
建
て
、

他
の
約
二
割
が
二
階
建
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
平
屋
建
て
の
形
式
は
、
い
わ

ゆ
る
江
戸
以
来
の
伝
統
的
住
宅
形
式
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
住
戸
形
式
か
ら
み
る
と
、
こ
の
中
流
住
宅
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
木
造

平
屋
瓦
葺
き
の
建
物
と
い
え
（
（1
（
る
。

　

な
お
、
当
時
の
上
流
層
の
住
宅
形
式
と
し
て
定
着
し
て
い
た
和
館
と
洋

館
か
ら
な
る
和
洋
館
並
列
型
住
宅
は
二
例
だ
け
（
（2
（
で
、
ま
た
、
こ
の
二
例
の

う
ち
一
例
は
「
中
流
以
上
の
邸
宅
」
と
あ
り
、
中
流
よ
り
上
の
階
層
の
住

ま
い
と
も
読
み
取
れ
、
い
わ
ゆ
る
和
洋
館
配
列
型
住
宅
が
上
流
層
の
経
済

力
の
あ
る
限
ら
れ
た
人
々
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

2
　
家
屋
の
規
模

　

住
宅
の
規
模
は
、
総
坪
数
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
〇
坪
以
下　

：

一
（
第
10
）

二
〇-

二
九
坪

：

六
（
第
1
、
8
、
13
、
19
、
24
、
36
）

三
〇-

三
九
坪

：

五
（
第
5
、
9
、
11
、
12
、
35
）

四
〇-

四
九
坪

：

八
（
第
2
、
3
、
7
、
16
、
22
、
23
、
26
、
33
）

五
〇-

五
九
坪

：

四
（
第
17
、
20
、
21
、
30
）

六
〇-

六
九
坪

：

五
（
第
14
、
15
、
25
、
32
、
34
）

七
〇-

七
九
坪

：

三
（
第
27
、
28
、
29
）

八
〇
坪
以
上　

：

二
（
第
6
、
31
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
少
規
模
の
も
の
は
建
坪
が
一
七
坪
一
合
二
勺
（
第

10
回
）
で
、
敷
地
も
間
口
五
間
の
三
〇
坪
と
小
さ
い
も
の
で
、「
敷
地
に

適
応
せ
し
め
成
る
べ
く
室
の
数
と
室
の
大
さ
と
を
減
じ
建
築
費
を
廉
な
ら

し
め
た
り
」
と
あ
り
、
出
来
る
だ
け
小
さ
く
か
つ
廉
価
な
も
の
を
意
図
し

た
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
方
、
最
大
の
も
の
は
、
洋
館
と
日
本
館
か
ら
な
る
和
洋
館
並
列
型
住

宅
に
二
階
建
て
の
土
蔵
を
備
え
た
第
6
回
の
も
の
で
、
建
坪
総
数
一
二
三

坪
六
合
二
勺
と
な
る
。
こ
の
住
宅
は
「
中
流
以
上
の
邸
宅
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
中
流
層
と
い
う
よ
り
は
中
流
層
の
上
か
ら
上

流
層
向
き
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
第
29
回
目
の
お
よ
そ
七
九
坪

の
住
宅
に
は
「
執
事
」
室
、
ま
た
、
第
31
回
目
の
お
よ
そ
一
〇
三
坪
の
住

宅
に
は
玄
関
脇
に
「
家
扶
」
室
が
あ
り
、
中
流
層
と
い
う
よ
り
は
上
流
層

に
含
ま
れ
る
も
の
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
規
模
別
に
み
れ
ば
、
家
屋
規
模
で
最
も
多
い
も
の
が
四

〇
―
四
九
坪
以
上
の
八
例
、
そ
れ
に
続
く
の
が
二
〇
―
二
九
坪
の
六
例
、



回数 掲載年月日 図面テーマ 設計者 形状 規模 居住者 価格（坪単価） 間取りの特徴①廊下について 通り抜けなし 間取りの特徴②玄関脇の応接間について
間取りの特徴③「茶の
間」の向き 「客間（座敷）」の向き間取りの特徴④個室（家族用） 個室（使用人）

1 1910年11月8日中流紳士邸宅間取図 古宇田案 木造平屋瓦葺 28坪2合5勺 中流紳士夫婦子供
女中等6・7人

1350 円 - 上 等 2500 円 - 
3000円（坪単価：48円）

玄関広間+中廊下+縁側廊
下 × 和室応接間 東南 南西 （納戸又は子供室） 女中部屋

2 11月10日中流紳士向邸宅間取
図 古宇田案 木造平屋瓦葺 40坪7合5勺 夫婦子供書生下女

等7-10名
杉松2300円 - 栂檜3500円

（56円）
玄関広間+中廊下+縁側廊
下 〇 洋風応接室 南西 南東 （納戸又は子供室） 女中部屋・書生部屋

3 11月12日中流紳士邸宅間取図 古宇田案 木造2階建瓦葺 1F：31坪、2F：16坪7合5
勺

中流以上の紳士向
け住宅 2600円-4500円（55円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし（和室客間） 東南 東南 書斎 女中部屋・書生部屋

4 11月15日正面・側面起図（図3の
もの） 古宇田選 - - - - - - - - - - 〈立面のみで分析対象外〉

5 11月19日中流紳士向邸宅間取
図 投稿案 木造瓦葺平屋建 30坪 中流紳士：家族4-6・7

人 1500円-2500円（50円） 玄関広間+中廊下+縁側廊
下 〇 和室応接間 南東（居間兼茶の間）南東 書斎 女中部屋

6 11月26日中流以上の邸宅 投稿案 2階建て瓦葺洋館及
び木造日本館

1・2階：41坪6合2勺
中流以上の紳士邸
宅

洋館：8500円-2万円（煉瓦
造） 広間+階段+中廊下 〇

- 南西 南東 洋館：書斎、夫人室 女中部屋・書生部屋1F：56坪、2階建土蔵5
坪 木 造 日 本 館：4500 円 - 

8500円 中廊下+縁側廊下 〇
2F：21坪 204円+58円（110円）

7 11月29日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業学
生）：古宇田修正案 瓦葺平屋 45坪1合1勺 - 2800円-5000円（62円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × 和室応接間 南 南 書斎 女中部屋・書生部屋

8 12月4日同上 投稿案 瓦葺平屋 21坪2合5勺 家族3・4人下碑1人
位 850円-1500円（40円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 東（居間兼茶の間） 南 - 女中部屋

9 12月8日中流紳士邸宅見取図 投稿案（高等工業学
生）：古宇田修正案 瓦葺平屋 36坪8合6勺 - 1700円-3000円（46円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 客間の次の間が和
室の応接間兼用 東 南・東 - 女中部屋

10 12月13日中流紳士邸宅間取図 投稿案 瓦葺平屋 17坪1合2勺 - 750円-1200円（44円） 玄関広間+縁側廊下 × なし 北 南 - なし
11 12月18日上方風に東京風を折

衷せる間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 30坪 - 1400円-2500円（47円） 玄関広間+縁側廊下 × 客間の次の間が和
室の応接間兼用 南 東 （書斎又は子供室） 女中部屋

12 12月21日 - 投稿案+古宇田改良
案 木造瓦葺平屋 32坪5合 - 1300円-2500円（40円）

玄関広間 + 縁側廊下、改良
案：玄関広間+中廊下+縁側
廊下

×⇒〇
なし

北 南 - 女中部屋又は書生部屋
なし

13 12月24日中流小住宅図 投稿案 木造瓦葺平屋 21坪 極めて少人数の中
流紳士 900円-1500円（43円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし 南（茶の間兼居間） 南 - 女中部屋

14 12月27日
上方風に東京風を折
衷した中流紳士住宅
図

投稿案 木造瓦葺2階建 1F：37坪5合、2F:18坪、
2階建土蔵5坪 - 2750円-4500円、土蔵1000

円-1500円（62円） 玄関広間+縁側廊下 × なし 南 南 書斎・子供室 女中部屋・書生部屋

15 12月29日
中流 紳 士 邸 宅 之 図

（市街の別荘等に適す
る）

投稿案 木造2階建瓦葺洋館、
下屋瓦葺木造平屋

洋館：43坪4合5勺、下
屋17坪5合 少人数の家族 7000円-12000円（115円） 広間+階段室+中廊下 × 洋風応接室 なし 南 （居間兼書斎） 女中部屋・男部屋

16 1911年1月5日中流紳士邸宅間取図 投稿案（理科大1年）：
古宇田修正案 木造瓦葺2階建 1F：32坪5勺、2F：15坪 - 2000円-4500円（42円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし 南 南・東 書斎 女中部屋

17 1月9日中流紳士邸宅間取図 投稿案：古宇田修正
案2案 木造瓦葺2階建

1F：38 坪 4 合 4 勺、2F
（ 甲 ）：13 坪 7 合 5 勺、
（乙）：19坪7合5勺

- 2600円-5500円（50円） 中廊下+縁側廊下+階段 × 客間の次の間が和
室の応接間兼用 南 南・東 書斎 女中部屋

18 1月13日中流商家向建築 投稿案
木造瓦葺和洋折衷風
2階建、附属住宅和風
木造2階建

木造瓦葺和洋折衷風2
階建：17坪1合、附属住
宅和風木造2階建1F：
12坪、2F：8坪7合5勺

- - - - - - - - 〈商店で分析対象外〉

19 1月22日中流紳士向住宅間取
図

投稿案（高等工業教
員）：古宇田修正案 木造瓦葺平屋 25坪2合 - 1100円-2300円（44円） 玄関広間+縁側廊下 × なし 行燈部屋 南 - 女中部屋

20 1月27日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業教
員斎藤兵次郎） 木造瓦葺平屋 55坪5合 - 2500円-5000円（45円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 南 南・東 書斎・子供室 女中部屋

21 1月29日中流紳士邸宅間取図 投稿案20の古宇田修
正案 木造瓦葺平屋 51坪5合 - 2300円-4000円（45円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 北 南・南 子供室・（書斎又は隠居
部屋） 女中部屋・書生部屋

22 2月4日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 44坪5合8勺 - 2000円-4500円（45円） 玄関広間+中廊下+縁側廊
下 〇 なし 南西 南西 書斎・子供室2・庭に運動

場 女中部屋

23 2月8日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業学
生） 木造瓦葺平屋 41坪3勺 - 1700円-3500円（41円） 中廊下+縁側廊下 〇 なし（客間の次の間

が書斎兼用） 南（茶の間兼居間） 南・東 書斎・（子供室又は隠居
部屋） 女中部屋

24 2月10日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業教
員）：古宇田修正案 木造瓦葺平屋 24坪 - 1200円-2000円（50円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 東 南 - 女中部屋

25 2月14日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業学
生）：古宇田修正案 木造瓦葺2階建 1F：42坪5合、2F：21坪2

合5勺 - 2600円-6000円（41円） 玄関広間+中廊下+階段広
間+縁側廊下 × 和室応接間 北 南・東 書斎・（書生又は子供室、

書生部屋又は隠居部屋）女中部屋

26 3月9日美術家邸宅間取図 古宇田選：大沢三之
助設計某画家の家 木造瓦葺平屋 49坪8勺 - 2800円-6000円（56円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × （西洋間） なし（居間） なし - 女中部屋

27 3月13日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 +2階
建土蔵 78坪4合5勺、土蔵5坪 - 5400円-11500円（65円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし 南 南・西 書斎・子供室・隠居部屋・
庭に運動場 女中部屋・書生部屋

28 3月20日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 +2階
建土蔵 70坪、土蔵5坪 中流の多数及び□

上流に位する紳士 5800円-11000円（77円） 中廊下+縁側廊下 〇 なし 東 南 書斎 女中部屋・書生部屋

29 3月25日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造平屋 78坪8合9勺 中流紳士 5200円-10000円（66円） 中廊下+縁側廊下 〇 和室応接間 東（居間兼茶の間） 南・東 子供室・（書斎又は隠居
部屋） 女中部屋・執事室

30 4月17日某名士の腰掛別荘の
実例

大沢三之助設計の別
荘建築 木造瓦葺平屋 54坪6合5勺 - 2800円-7000円 玄関広間+縁側廊下 × なし なし（居間） 南 - 女中部屋・書生部屋

31 5月9日中流紳士邸宅間取図 大沢三之助設計の別
荘建築案 木造瓦葺平屋 103坪8合5勺 - 5800円-13000円 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし なし（居間） 南 書斎 女中部屋・家扶室

32 6月24日住宅向間取実例およ
び修正図2案

逗子の池田邸：古宇田
修正案2案 木造瓦葺平屋

原図：63坪強、修正案1：
62坪3勺、第2案：58坪1
合

夫婦子供8名召使3
人

修正1：2800円 -5500円（45
円）修正2：2600円-5000円

修正案1：玄関広間+中廊下
+縁側廊下、修正案2：玄関広
間+中廊下+縁側廊下

〇⇒〇 なし 南 南 - 女中部屋

33 6月30日中流紳士邸宅間取図 投稿案：古宇田修正
案 木造瓦葺平屋 原図：38坪7合5勺、修

正案：41坪5合 - 1800円-4000円（43円）
原図：玄関広間+中廊下+縁
側廊下、通り抜け、修正案：玄
関広間+中廊下+縁側廊下

×⇒〇 なし 北・西 南 書斎・子供室 女中部屋

34 7月3日中流向住宅実例 大沢三之助設計案 木造瓦葺平屋 68坪 - 3800円-8000円（56円） 玄関広間+中廊下+縁側廊
下 × なし 南 北 書斎・子供室 女中部屋・書生部屋・下男

部屋

35 7月7日中流向邸宅実例及修
正

投稿案+古宇田修正
案 木造瓦葺平屋 原案：31坪5合、修正案：

31坪7合5勺 - 修正案：1350円-2500円（43
円）

原図：玄関広間+中廊下+縁
側廊下、通り抜け、修正案：玄
関広間+中廊下+縁側廊下

×⇒〇 和風応接間 南 南・東 - 女中部屋・書生部屋

36 7月16日勤人向住宅間取図 投稿案+古宇田修正
案 木造瓦葺2階建

原案 :20坪内外、修正
案：1F17坪5合、2F8坪
7合5勺

- 修正案：1100円-2000円（42
円）

原案：玄関広間 + 縁側廊下、
通り抜け、修正案：玄関広間+
中廊下+縁側廊下

×⇒〇 なし 南 南 子供室・（書斎又は居間）なし

（部屋名称は「子供室」「女中部屋」「書生部屋」と統一して記載している）



表 1　間取りの概要

回数 掲載年月日 図面テーマ 設計者 形状 規模 居住者 価格（坪単価） 間取りの特徴①廊下について 通り抜けなし 間取りの特徴②玄関脇の応接間について
間取りの特徴③「茶の
間」の向き 「客間（座敷）」の向き間取りの特徴④個室（家族用） 個室（使用人）

1 1910年11月8日中流紳士邸宅間取図 古宇田案 木造平屋瓦葺 28坪2合5勺 中流紳士夫婦子供
女中等6・7人

1350 円 - 上 等 2500 円 - 
3000円（坪単価：48円）

玄関広間+中廊下+縁側廊
下 × 和室応接間 東南 南西 （納戸又は子供室） 女中部屋

2 11月10日中流紳士向邸宅間取
図 古宇田案 木造平屋瓦葺 40坪7合5勺 夫婦子供書生下女

等7-10名
杉松2300円 - 栂檜3500円

（56円）
玄関広間+中廊下+縁側廊
下 〇 洋風応接室 南西 南東 （納戸又は子供室） 女中部屋・書生部屋

3 11月12日中流紳士邸宅間取図 古宇田案 木造2階建瓦葺 1F：31坪、2F：16坪7合5
勺

中流以上の紳士向
け住宅 2600円-4500円（55円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし（和室客間） 東南 東南 書斎 女中部屋・書生部屋

4 11月15日正面・側面起図（図3の
もの） 古宇田選 - - - - - - - - - - 〈立面のみで分析対象外〉

5 11月19日中流紳士向邸宅間取
図 投稿案 木造瓦葺平屋建 30坪 中流紳士：家族4-6・7

人 1500円-2500円（50円） 玄関広間+中廊下+縁側廊
下 〇 和室応接間 南東（居間兼茶の間）南東 書斎 女中部屋

6 11月26日中流以上の邸宅 投稿案 2階建て瓦葺洋館及
び木造日本館

1・2階：41坪6合2勺
中流以上の紳士邸
宅

洋館：8500円-2万円（煉瓦
造） 広間+階段+中廊下 〇

- 南西 南東 洋館：書斎、夫人室 女中部屋・書生部屋1F：56坪、2階建土蔵5
坪 木 造 日 本 館：4500 円 - 

8500円 中廊下+縁側廊下 〇
2F：21坪 204円+58円（110円）

7 11月29日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業学
生）：古宇田修正案 瓦葺平屋 45坪1合1勺 - 2800円-5000円（62円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × 和室応接間 南 南 書斎 女中部屋・書生部屋

8 12月4日同上 投稿案 瓦葺平屋 21坪2合5勺 家族3・4人下碑1人
位 850円-1500円（40円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 東（居間兼茶の間） 南 - 女中部屋

9 12月8日中流紳士邸宅見取図 投稿案（高等工業学
生）：古宇田修正案 瓦葺平屋 36坪8合6勺 - 1700円-3000円（46円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 客間の次の間が和
室の応接間兼用 東 南・東 - 女中部屋

10 12月13日中流紳士邸宅間取図 投稿案 瓦葺平屋 17坪1合2勺 - 750円-1200円（44円） 玄関広間+縁側廊下 × なし 北 南 - なし
11 12月18日上方風に東京風を折

衷せる間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 30坪 - 1400円-2500円（47円） 玄関広間+縁側廊下 × 客間の次の間が和
室の応接間兼用 南 東 （書斎又は子供室） 女中部屋

12 12月21日 - 投稿案+古宇田改良
案 木造瓦葺平屋 32坪5合 - 1300円-2500円（40円）

玄関広間 + 縁側廊下、改良
案：玄関広間+中廊下+縁側
廊下

×⇒〇
なし

北 南 - 女中部屋又は書生部屋
なし

13 12月24日中流小住宅図 投稿案 木造瓦葺平屋 21坪 極めて少人数の中
流紳士 900円-1500円（43円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし 南（茶の間兼居間） 南 - 女中部屋

14 12月27日
上方風に東京風を折
衷した中流紳士住宅
図

投稿案 木造瓦葺2階建 1F：37坪5合、2F:18坪、
2階建土蔵5坪 - 2750円-4500円、土蔵1000

円-1500円（62円） 玄関広間+縁側廊下 × なし 南 南 書斎・子供室 女中部屋・書生部屋

15 12月29日
中流 紳 士 邸 宅 之 図

（市街の別荘等に適す
る）

投稿案 木造2階建瓦葺洋館、
下屋瓦葺木造平屋

洋館：43坪4合5勺、下
屋17坪5合 少人数の家族 7000円-12000円（115円） 広間+階段室+中廊下 × 洋風応接室 なし 南 （居間兼書斎） 女中部屋・男部屋

16 1911年1月5日中流紳士邸宅間取図 投稿案（理科大1年）：
古宇田修正案 木造瓦葺2階建 1F：32坪5勺、2F：15坪 - 2000円-4500円（42円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし 南 南・東 書斎 女中部屋

17 1月9日中流紳士邸宅間取図 投稿案：古宇田修正
案2案 木造瓦葺2階建

1F：38 坪 4 合 4 勺、2F
（ 甲 ）：13 坪 7 合 5 勺、
（乙）：19坪7合5勺

- 2600円-5500円（50円） 中廊下+縁側廊下+階段 × 客間の次の間が和
室の応接間兼用 南 南・東 書斎 女中部屋

18 1月13日中流商家向建築 投稿案
木造瓦葺和洋折衷風
2階建、附属住宅和風
木造2階建

木造瓦葺和洋折衷風2
階建：17坪1合、附属住
宅和風木造2階建1F：
12坪、2F：8坪7合5勺

- - - - - - - - 〈商店で分析対象外〉

19 1月22日中流紳士向住宅間取
図

投稿案（高等工業教
員）：古宇田修正案 木造瓦葺平屋 25坪2合 - 1100円-2300円（44円） 玄関広間+縁側廊下 × なし 行燈部屋 南 - 女中部屋

20 1月27日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業教
員斎藤兵次郎） 木造瓦葺平屋 55坪5合 - 2500円-5000円（45円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 南 南・東 書斎・子供室 女中部屋

21 1月29日中流紳士邸宅間取図 投稿案20の古宇田修
正案 木造瓦葺平屋 51坪5合 - 2300円-4000円（45円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 北 南・南 子供室・（書斎又は隠居
部屋） 女中部屋・書生部屋

22 2月4日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 44坪5合8勺 - 2000円-4500円（45円） 玄関広間+中廊下+縁側廊
下 〇 なし 南西 南西 書斎・子供室2・庭に運動

場 女中部屋

23 2月8日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業学
生） 木造瓦葺平屋 41坪3勺 - 1700円-3500円（41円） 中廊下+縁側廊下 〇 なし（客間の次の間

が書斎兼用） 南（茶の間兼居間） 南・東 書斎・（子供室又は隠居
部屋） 女中部屋

24 2月10日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業教
員）：古宇田修正案 木造瓦葺平屋 24坪 - 1200円-2000円（50円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × なし 東 南 - 女中部屋

25 2月14日中流紳士邸宅間取図 投稿案（高等工業学
生）：古宇田修正案 木造瓦葺2階建 1F：42坪5合、2F：21坪2

合5勺 - 2600円-6000円（41円） 玄関広間+中廊下+階段広
間+縁側廊下 × 和室応接間 北 南・東 書斎・（書生又は子供室、

書生部屋又は隠居部屋）女中部屋

26 3月9日美術家邸宅間取図 古宇田選：大沢三之
助設計某画家の家 木造瓦葺平屋 49坪8勺 - 2800円-6000円（56円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 × （西洋間） なし（居間） なし - 女中部屋

27 3月13日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 +2階
建土蔵 78坪4合5勺、土蔵5坪 - 5400円-11500円（65円） 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし 南 南・西 書斎・子供室・隠居部屋・
庭に運動場 女中部屋・書生部屋

28 3月20日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造瓦葺平屋 +2階
建土蔵 70坪、土蔵5坪 中流の多数及び□

上流に位する紳士 5800円-11000円（77円） 中廊下+縁側廊下 〇 なし 東 南 書斎 女中部屋・書生部屋

29 3月25日中流紳士邸宅間取図 投稿案 木造平屋 78坪8合9勺 中流紳士 5200円-10000円（66円） 中廊下+縁側廊下 〇 和室応接間 東（居間兼茶の間） 南・東 子供室・（書斎又は隠居
部屋） 女中部屋・執事室

30 4月17日某名士の腰掛別荘の
実例

大沢三之助設計の別
荘建築 木造瓦葺平屋 54坪6合5勺 - 2800円-7000円 玄関広間+縁側廊下 × なし なし（居間） 南 - 女中部屋・書生部屋

31 5月9日中流紳士邸宅間取図 大沢三之助設計の別
荘建築案 木造瓦葺平屋 103坪8合5勺 - 5800円-13000円 玄関広間+中廊下+縁側廊

下 〇 なし なし（居間） 南 書斎 女中部屋・家扶室

32 6月24日住宅向間取実例およ
び修正図2案

逗子の池田邸：古宇田
修正案2案 木造瓦葺平屋

原図：63坪強、修正案1：
62坪3勺、第2案：58坪1
合

夫婦子供8名召使3
人

修正1：2800円 -5500円（45
円）修正2：2600円-5000円

修正案1：玄関広間+中廊下
+縁側廊下、修正案2：玄関広
間+中廊下+縁側廊下

〇⇒〇 なし 南 南 - 女中部屋

33 6月30日中流紳士邸宅間取図 投稿案：古宇田修正
案 木造瓦葺平屋 原図：38坪7合5勺、修

正案：41坪5合 - 1800円-4000円（43円）
原図：玄関広間+中廊下+縁
側廊下、通り抜け、修正案：玄
関広間+中廊下+縁側廊下

×⇒〇 なし 北・西 南 書斎・子供室 女中部屋

34 7月3日中流向住宅実例 大沢三之助設計案 木造瓦葺平屋 68坪 - 3800円-8000円（56円） 玄関広間+中廊下+縁側廊
下 × なし 南 北 書斎・子供室 女中部屋・書生部屋・下男

部屋

35 7月7日中流向邸宅実例及修
正

投稿案+古宇田修正
案 木造瓦葺平屋 原案：31坪5合、修正案：

31坪7合5勺 - 修正案：1350円-2500円（43
円）

原図：玄関広間+中廊下+縁
側廊下、通り抜け、修正案：玄
関広間+中廊下+縁側廊下

×⇒〇 和風応接間 南 南・東 - 女中部屋・書生部屋

36 7月16日勤人向住宅間取図 投稿案+古宇田修正
案 木造瓦葺2階建

原案 :20坪内外、修正
案：1F17坪5合、2F8坪
7合5勺

- 修正案：1100円-2000円（42
円）

原案：玄関広間 + 縁側廊下、
通り抜け、修正案：玄関広間+
中廊下+縁側廊下

×⇒〇 なし 南 南 子供室・（書斎又は居間）なし
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も
の
と
す
る
）。
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第
1
回

：

夫
婦
子
供
女
中
等
六
・
七
人

第
2
回

：

夫
婦
子
供
書
生
下
女
等
七
―
一
〇
人

第
5
回

：

家
族
四
―
六
・
七
人

第
8
回

：

家
族
三
・
四
人
下
碑
一
人
位

第
32
回

：

夫
婦
子
供
八
人
召
使
三
人

　

具
体
的
な
家
族
数
を
記
載
し
て
い
る
五
例
を
見
る
と
、
家
族
だ
け
の
事

例
は
一
例
で
、
他
は
家
族
以
外
の
「
女
中
」
や
「
書
生
」
と
い
っ
た
使
用

人
一
―
三
名
ほ
ど
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、〈
表
1
〉
か
ら

三
四
例
の
使
用
人
用
の
部
屋
の
有
無
を
見
て
み
る
と
、
女
中
部
屋
の
あ
る

も
の
一
七
例
、
女
中
部
屋
と
書
生
部
屋
が
あ
る
も
の
一
〇
例
、
女
中
部
屋

と
書
生
部
屋
と
「
下
男
」
部
屋
の
三
室
の
も
の
は
一
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、

興
味
深
い
の
は
、
女
中
部
屋
と
「
執
事
」
室
の
事
例
が
一
例
、
女
中
部
屋

と
「
家
扶
」
室
の
事
例
が
一
例
で
、
使
用
人
の
部
屋
の
な
い
事
例
は
二
例

で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
住
ま
い
状
況
と
は
様

相
が
異
な
り
家
族
以
外
の
他
人
と
一
緒
に
暮
ら
す
場
と
し
て
、
住
宅
が
形

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
家
族
数
は
、
夫
婦
に
子
供
数
名
で
、
ま
た
、

間
取
り
の
中
に
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
「
隠
居
部
屋
」
と
い
っ
た
部
屋
名

称
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
親
と
の
同
居
の
家
族
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
、
改
め
て
後
述
し
た
い
。

　

以
上
、
連
載
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
間
取
り
か
ら
読
み
取
れ
る
中
流
住
宅

の
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
す
れ
ば
、
そ
の
形
状
は
木
造
瓦
葺
き
の
平
屋
建
て
で
、

規
模
は
四
〇
―
四
九
坪
を
中
心
に
二
〇
坪
か
ら
六
〇
坪
ほ
ど
、
建
設
費
は

一
〇
〇
〇
円
か
ら
三
〇
〇
〇
円
ほ
ど
で
、
そ
の
坪
単
価
は
四
〇
円
か
ら
六

〇
円
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
家
族
は
、
夫

婦
に
数
名
の
子
供
で
、
そ
こ
に
女
中
と
書
生
な
ど
の
使
用
人
の
同
居
を
前

提
と
し
て
い
た
住
宅
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三　

�「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
か
ら
み
る�

明
治
末
期
の
住
宅
像
に
つ
い
て

1
　
古
宇
田
設
計
の
間
取
り
か
ら
み
る
住
宅
像

　

間
取
り
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
廊
下
に
よ
る
通

り
抜
け
の
改
善
の
状
況
と
玄
関
脇
の
洋
風
応
接
室
の
存
在
を
中
心
に
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

　

最
初
に
「
古
宇
田
氏
案
」
と
記
さ
れ
た
古
宇
田
自
身
の
設
計
と
考
え
ら

れ
る
三
例
の
住
宅
の
間
取
り
（
図
8
、
9
、
10
）
を
も
と
に
、
古
宇
田
が

め
ざ
し
た
理
想
的
住
宅
像
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　

最
初
に
間
取
り
か
ら
通
り
抜
け
の
改
善
の
状
況
を
判
断
す
る
た
め
、
廊

下
に
注
目
し
て
み
た
い
。
図
8
で
は
、
廊
下
は
、「
茶
ノ
間
」
の
北
側
に

位
置
し
、「
客
間
」
か
ら
Ｌ
字
型
に
「
上
便
所
」（
家
族
用
）
へ
と
伸
び
て

い
る
。
こ
の
廊
下
の
よ
う
に
、
間
取
り
の
内
部
で
諸
室
に
挟
ま
る
形
で
存



図 8　「時代の家屋（一）」明治 43 年 11 月 8 日『東京朝日
新聞』。

図 9　「時代の家屋（二）」明治 43 年 11 月 10 日『東京朝日新聞』。
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在
し
て
い
る
も
の
を
「
中
廊
下
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

ま
た
、
茶
の
間
の
南
側
の
庭
先
と
客
間
・
次
の
間
の
西
側
の
庭
先
に
そ

れ
ぞ
れ
縁
側
が
あ
り
、
茶
の
間
の
縁
側
と
玄
関
式
台
が
繫
が
っ
て
お
り
、

玄
関
か
ら
直
接
茶
の
間
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
客
間
・
次
の
間

の
縁
側
を
利
用
し
て
、
直
接
「
応
接
間
」
か
ら
客
便
所
に
移
動
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
座
敷
な
ど
の
庭
先
の
縁
側
を
移
動
の
た
め
の
廊
下
と
し
て

利
用
し
て
い
る
も
の
を
「
縁
側
廊
下
」
と
本
稿
で
は
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
区

別
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
住
宅
内
の
移
動
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的

に
は
玄
関
広
間
・
中
廊
下
・
縁
側
廊
下
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
他
室
を

通
ら
ず
に
直
接
各
部
屋
に
移
動
で
き
る
も
の
を
、
通
り
抜
け
を
解
消
し
た

住
宅
と
判
断
し
た
。

　

さ
て
、
改
め
て
図
8
を
見
る
と
、
廊
下
と
し
て
Ｌ
字
形
の
中
廊
下
と
縁

側
廊
下
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
玄
関
か
ら
の
動
線
を
み
る
と
、
概
ね
通



図 10　「時代の家屋（三）」明治 43 年 11 月 12 日
『東京朝日新聞』。
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り
抜
け
せ
ず
に
移
動
で
き
る
も
の
の
、
例
え
ば
「
小
供
室
」
に
行
く
に
は

茶
の
間
の
通
り
抜
け
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
同
様
に
「
女
中
部
屋
」
も

「
台
所
」
の
通
り
抜
け
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
女
中
部
屋

は
常
時
、
通
路
的
な
場
と
も
い
え
、
通
り
抜
け
と
い
う
欠
点
を
完
全
に
克

服
し
た
間
取
り
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、「
応
接
間
」
に
関
し
て
は
、
玄
関
脇
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
座
敷
飾
り
と
と
も
に
庭
側
に
土
庇
が
付
い
た
伝
統
的
な
畳
敷
き
の
和

室
で
、
洋
室
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
廊
下
の
存
在
や
応
接
間
の
存
在

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
中
廊
下
形
住
宅
の
完
成
形
に
至
る
直
前
の
も
の
に
相
当

す
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
間
取
り
の
「
摘
要
」
に
は
、「
納
戸
は
日
当
た
り
よ
き
を

以
て
之
を
子
供
室
と
な
す
も
可
」、「
応
接
室
は
主
人
の
書
斎
と
な
す
も

可
」
と
、
子
供
室
や
書
斎
へ
の
改
変
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の

指
摘
は
、
個
室
の
必
要
性
を
意
味
す
る
と
い
え
、
古
宇
田
が
そ
れ
ま
で
の

住
宅
に
欠
け
て
い
た
個
室
空
間
の
設
置
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　

次
に
、
図
9
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
玄
関
広
間
か
ら
中
庭

を
囲
む
縁
側
廊
下
が
続
き
、
南
西
隅
の
「
湯
殿
」
ま
で
は
中
廊
下
が
延
び
、

玄
関
か
ら
各
部
屋
に
通
り
抜
け
せ
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
玄

関
脇
に
は
「
洋
風
応
接
間
」
が
あ
り
、
中
廊
下
形
住
宅
の
完
成
形
と
い
え

る
。
こ
の
住
宅
の
「
特
徴
」
に
も
、「
応
接
間
と
し
て
洋

風
の
室
を
備
へ
」
た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
洋
風
応
接
室

の
存
在
が
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

「
特
徴
」
と
し
て
、「
玄
関
内
に
供
待
の
腰
掛
け
あ
り
又
中

の
口
を
別
に
設
け
た
る
」
と
あ
り
、
供
待
ち
の
場
と
と
も

に
家
族
の
日
常
的
な
出
入
り
の
場
と
し
て
玄
関
と
は
別
に

「
中
の
口
」（
内
玄
関
）
を
設
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
内
玄
関
の
設
置
は
、
玄
関
を
接
客
用
と
し
て
独

立
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
住
宅
の
機
能
と
し
て
接
客
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
図
8

と
同
様
に
「
応
接
間
」
は
書
斎
、
納
戸
は
「
小
児
室
又
は
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隠
居
室
と
な
す
を
得
」
と
あ
り
、
個
室
化
へ
の
意
識
が
窺
え
る
。

　

最
後
に
図
10
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
住
宅
は
二
階
建
て
で
、
玄
関
広
間

か
ら
中
廊
下
と
二
階
へ
の
階
段
が
延
び
て
い
る
。
中
廊
下
な
ら
び
に
縁
側

廊
下
と
階
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
玄
関
か
ら
通
り
抜
け
せ
ず
に
一
・
二

階
の
各
室
に
行
け
る
間
取
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
玄
関
脇
に
は
応
接
間
で
は
な
く
和
室
の
「
客
間
」
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
客
間
は
、「
婦
人
用
と
も
又
応
接
室
と
も
な
す
」
と
あ
り
、

実
質
的
な
応
接
間
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
図
8
の
間
取
り
よ

り
も
中
廊
下
形
住
宅
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
古
宇
田
が
設
計
し
た
と
考
え
ら
れ
る
三
例
の
間
取
り
を
見
て
き

た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
例
は
未
完
成
な
が
ら
も
他
の
二
例
で
は
玄
関
の

間
か
ら
中
廊
下
と
縁
側
廊
下
を
用
い
て
通
り
抜
け
せ
ず
に
諸
室
に
行
け
る

よ
う
に
動
線
を
確
保
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
洋
風
応

接
室
を
持
つ
の
は
一
例
だ
が
、
他
の
二
例
も
和
室
の
応
接
間
と
客
間
が
玄

関
脇
に
あ
り
、
簡
単
な
応
接
は
玄
関
脇
で
処
理
す
る
計
画
的
意
図
が
読
み

取
れ
る
。
ち
な
み
に
木
村
博
士
の
定
義
に
よ
る
中
廊
下
形
住
宅
で
は
、
新

時
代
の
象
徴
と
し
て
洋
風
応
接
室
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
和
洋
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
間
取
り
の
構
成
上
は
中
廊
下
形
住
宅
と
同
じ
特
徴
を

有
す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
洋
風
化
と
い
う
観
点
か
ら
み

れ
ば
、
洋
風
応
接
室
の
存
在
は
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
の
現
れ
と
し
て
重

要
で
あ
る
が
、
洋
風
応
接
室
を
備
え
た
中
廊
下
形
住
宅
と
同
時
に
、
玄
関

脇
に
和
室
の
応
接
間
を
備
え
た
形
式
の
住
宅
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
。

　

な
お
、
古
宇
田
の
選
定
し
た
間
取
り
を
掲
載
し
始
め
た
ば
か
り
の
記
事

に
は
、「
附
白
」
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

読
者
諸
君
よ
り
有
益
な
る
批
評
及
図
面
を
続
々
投
寄
せ
ら
る
る
は
選
者
の

感
謝
す
る
所
に
有
之
は
順
次
適
当
の
も
の
を
選
み
て
掲
載
可
致
候
、
各
種

の
敷
地
に
応
じ
て
の
御
要
求
は
可
成
図
面
と
し
て
御
示
し
被
下
度
候
、
設

計
図
は
便
利
に
し
て
小
な
る
を
好
み
候
且
つ
他
室
湯
殿
台
所
便
所
等
の
交

通
及
各
室
の
採
光
等
に
不
便
な
き
設
計
な
御
工
風
被
下
度
候
、
跡
は
追
て

可
申
上
候
（
古
宇
田
）〔
傍
線
筆
者
〕

�

［「
時
代
の
家
屋
」
一
九
一
〇
年
一
二
月
四
日
］

　

こ
こ
に
は
古
宇
田
の
重
視
し
て
い
る
住
宅
の
間
取
り
の
考
え
方
と
し
て
、

①
便
利
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
、
②
主
要
室
か
ら
風
呂
場
・
台
所
・
便
所

と
い
っ
た
諸
室
ま
で
の
交
通
が
便
利
な
こ
と
、
そ
し
て
、
③
各
室
の
採
光

が
十
分
取
れ
て
い
る
こ
と
、
の
三
つ
の
要
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

も
要
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
交
通
」
と
い
う
用
語
を
用
い
な
が
ら
動
線
の

処
理
を
挙
げ
て
お
り
、
間
取
り
を
考
え
る
際
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
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2
　「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
の
動
線
処
理
に
つ
い
て

　

古
宇
田
の
住
宅
間
取
り
の
要
点
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
古
宇
田
に
と

っ
て
動
線
の
処
理
は
当
時
の
住
宅
の
便
・
不
便
を
判
断
す
る
重
要
な
鍵
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
三
四
例
の
動
線
処
理

と
し
て
、
玄
関
広
間
、
中
廊
下
、
縁
側
廊
下
の
存
在
と
通
り
抜
け
の
有
無

に
つ
い
て
整
理
し
た
の
が
〈
表
1
〉
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
明
ら
か

に
大
半
の
住
宅
が
、
玄
関
広
間
か
ら
住
宅
内
部
に
進
む
際
の
動
線
と
し
て

中
廊
下
と
縁
側
廊
下
を
用
い
て
お
り
、
明
治
四
〇
年
頃
に
は
、
住
宅
内
部

の
動
線
処
理
と
し
て
玄
関
広
間
と
と
も
に
中
廊
下
と
縁
側
廊
下
が
積
極
的

に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
通
り
抜
け
の
処
理
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
と
、
中
廊
下
や
縁
側
廊
下
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
室
へ
の
移
動
の
際
に
別
の
部
屋
を
通
り
抜
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
が
三
四
例
中
一
五
例
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
移
動
空
間
と
し
て
の
中
廊
下
や
縁
側
廊
下
の
使
用
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
住
宅
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
部
屋
を
対
象
と
す
る
と
い
っ
た
考
え

は
ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
言
い

換
え
れ
ば
、
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
縁
側
廊
下
と
と
も
に
室
内
を
横
断
す
る

中
廊
下
を
用
い
る
こ
と
が
よ
う
や
く
普
及
し
始
め
た
状
況
だ
っ
た
こ
と
を

想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
投
稿
さ
れ
た
間
取
り
の
中
で
通
り
抜
け
の
問
題
を
抱
え
た
も
の

は
、
記
事
の
な
か
で
古
宇
田
の
批
判
を
受
け
た
り
、
ま
た
、
古
宇
田
が
修

正
案
で
そ
の
改
善
を
図
る
事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
第

9
回
目
の
間
取
り
は
東
京
高
等
工
業
学
校
建
築
科
三
年
生
に
よ
る
投
稿
案

を
、
古
宇
田
が
修
正
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
図
11
）。
こ
の
間
取
り
の
特

徴
と
し
て
、
古
宇
田
は
接
客
部
と
家
族
部
が
明
快
に
分
離
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
、
ま
た
、
台
所
と
廊
下
の
間
に
ハ
ッ
チ
を
設
け
客
間
へ
の
配
膳

用
と
し
て
い
る
点
な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
動
線
に
関
し

て
は
「
台
所
と
次
の
間
下
碑
室
と
の
間
に
は
交
通
の
便
を
取
り
室
の
独
立

を
保
ち
得
る
為
に
縁
を
設
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
廊
下
と
は
言

わ
ず
に
「
縁
」
と
称
し
て
い
る
が
、
交
通
の
便
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屋
の
独
立
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
台
所
と
客
間
の
次
の
間
の
間
、

台
所
と
使
用
人
の
部
屋
の
間
に
廊
下
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
廊
下
の
役
割
は
、
単
に
部
屋
毎
の
通
り
抜
け
の
改
善
だ
け
で
は
な
く
、

各
部
屋
の
独
立
性
を
高
め
る
役
割
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
、
第
12
回
目
の
間
取
り
で
は
、
読
者
か
ら
の
投
稿
案
と
と
も
に
、

古
宇
田
に
よ
る
修
正
案
の
両
方
が
描
か
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
改
善
の
状

況
が
見
ら
れ
る
（
図
12
）。
こ
こ
で
は
古
宇
田
は
投
稿
案
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

家
人
が
玄
関
を
入
り
て
次
の
間
か
書
生
室
を
通
り
て
茶
の
間
に
入
る
こ
と



図 11　「時代の家屋（十）」明治 43 年 12 月 8 日『東京朝日新聞』。なお、
記事では「時代の家屋（十）」とあるが、誤植で実際には（九）である。

図 12　「時代の家屋（十二）」明治 43 年 12 月 21 日
『東京朝日新聞』。
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或
は
客
人
の
前
を
通
り
て
居
間
に
通
ふ
は
不
便
な
る
べ
く
、
客
人
が
茶
の

間
を
通
過
し
て
湯
殿
に
入
る
も
不
便
な
る
べ
し
、
其
の
他
書
生
室
の
四
畳

沓
脱
内
の
一
間
戸
棚
割
合
に
使
な
か
る
べ
し

　

ま
さ
に
玄
関
か
ら
の
家
人
と
と
も
に
客
人
の
住
宅
内
の
移
動
の
際
、
通

り
抜
け
が
必
要
で
不
便
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
戸
棚
も
使
い
勝
手
が
悪
い

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
改
善
す
べ
き
と
し
て
以
下
の
よ
う

に
そ
の
方
針
を
述
べ
、
修
正
案
を
提
示
し
て
い
る
。

（
ハ
）
を
外
部
よ
り
使
用
の
物
置
と
な
し
、
玄
関
よ
り
は
廊
下
を
取
り
、

茶
の
間
、
台
所
へ
直
接
の
通
り
を
つ
け
下
碑
の
出
入
に
も
便
と
な
し
、

（
ヘ
）
に
押
入
れ
を
設
け
、（
ニ
）
に
食
品
の
戸
棚
を
備
へ
湯
殿
に
衣
服
掛

け
を
設
け
、（
ホ
）
に
台
所
よ
り
湯
殿
へ
の
通
口
を
取
り
流
し
を
左
に
移

す
。
尚
茶
の
間
の
六
帖
を
保
つ
為
に
縁
を
取
込
み
、
代
り
に
庭
先
へ
濡
縁
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を
取
り
、
書
生
室
の
（
イ
）
に
は
玄
関
を
覗
ひ
得
る
為
に
腰
下
の
小
窓
を

開
く
。
尚
書
生
室
を
下
女
専
用
の
部
屋
と
な
せ
ば
寧
ろ
（
ロ
）
を
押
入
と

な
す
方
便
な
る
べ
し
〔
傍
線
筆
者
〕

　

こ
こ
で
は
通
り
抜
け
と
い
う
欠
点
を
解
消
す
る
た
め
に
、
玄
関
広
間
か

ら
茶
の
間
と
台
所
の
間
に
中
廊
下
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
座
敷
の
次
の
間
と
茶
の
間
の
間
に
押
入
れ
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
接
客
部
と
家
族
部
を
明
解
に
分
離
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
具
体
的
な
生
活
に
合
わ
せ
た
詳
細
な
工
夫
も
提

示
さ
れ
て
お
り
、
古
宇
田
が
住
宅
形
式
よ
り
実
生
活
の
場
と
し
て
住
宅
を

捉
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
投
稿
案
に
は

縁
側
廊
下
し
か
な
く
、
中
廊
下
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
「
時
代
の
家
屋
」
の
連
載
が
始
ま
る
明
治
四
三
年
よ

り
少
し
前
の
明
治
三
五
年
に
発
行
さ
れ
た
住
宅
啓
蒙
書
の
は
し
り
と
し
て

知
ら
れ
る
『
通
俗　

家
屋
改
良
建
築
法
』（
井
上
繁
次
郎
著 

博
文
館
）
に
よ

れ
ば
、「
間
室
配
置
の
事
」
の
項
目
で
中
廊
下
に
つ
い
て
極
め
て
興
味
深

い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

間
室
は
縁
側
又
は
廊
下
等
に
て
連
続
せ
し
む
べ
し
、
或
る
室
に
通
る
に
、

他
室
を
踏
ざ
れ
ば
達
す
る
事
能
ざ
る
が
如
き
は
最
も
不
便
な
り
、
た
め
に

他
の
一
室
は
、
全
く
通
路
と
な
り
て
、
室
の
用
を
な
さ
ざ
る
こ
と
あ
り
。

中
廊
下
は
用
い
ざ
る
を
可
と
す
、
家
屋
の
中
央
に
廊
下
を
取
り
、
両
側
に

間
室
を
配
列
し
た
る
も
の
は
、
通
風
光
線
と
も
に
不
充
分
に
て
、
不
快
を

感
ず
る
こ
と
あ
り
〔
傍
線
筆
者
〕

�

［『
通
俗 

家
屋
改
良
建
築
法
』16-17

］

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
り
抜
け
は
当
時
も
伝
統
的
な
住
宅
の
大
き
な
欠
点

と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
解
消
と
し
て
縁
側
や
廊
下
を
使
用
す
る
こ
と
が

奨
励
さ
れ
つ
つ
も
、
中
廊
下
は
通
風
採
光
の
問
題
か
ら
そ
の
利
用
は
否
定

さ
れ
て
い
る
。
中
廊
下
は
で
き
る
だ
け
使
用
し
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ

た
も
の
の
、
古
宇
田
は
通
風
採
光
の
問
題
が
あ
っ
て
も
、
中
廊
下
に
よ
る

動
線
処
理
と
と
も
に
部
屋
の
独
立
性
を
保
て
る
と
い
う
利
点
を
重
視
し
、

中
廊
下
の
使
用
を
奨
励
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
投
稿
案
の
修
正
案
と
し
て
通
り
抜
け
を
解
消
し
た
も

の
は
そ
の
後
も
続
き
、
例
え
ば
、
第
12
回
目
と
同
様
に
投
稿
案
と
修
正
案

を
掲
載
し
た
第
35
回
目
（
図
13
）
で
も
、
投
稿
案
に
対
し
「
玄
関
よ
り
廊

下
へ
の
通
口
狭
く
、
湯
殿
へ
は
茶
の
間
を
通
過
し
、
台
所
へ
の
通
口
も
迂

回
す
る
な
ど
多
少
欠
点
あ
り
」
と
し
、
こ
れ
ら
問
題
点
を
改
め
た
修
正
案

を
提
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
間
取
り
を
み
る
と
、「
タ
タ
ミ
廊
下
」
や
「
タ 

タ
ミ
大
廊
下
」
を
用
い
て
室
内
動
線
を
処
理
し
て
い
る
特
殊
な
事
例
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
28
回
目
の
間
取
り
は
、「
各
室
の
交
通
の



図 13　「時代の家屋（三十五）」明治 44 年 7 月 7 日『東京朝日新聞』。

図 14　「時代の家屋（二十八）」明治 44 年 3 月 20 日『東京朝日新聞』。
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便
な
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
図
14
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

玄
関
広
間
に
相
当
す
る
空
間
が
一
間
幅
の
八
帖
の
広
さ
の
あ
る
「
タ
タ
ミ

大
廊
下
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
内
玄
関
か
ら
は
茶
の
間
と
寝
室
の
間

に
半
間
幅
の
「
タ
タ
ミ
廊
下
」
ま
た
、
客
間
・
次
の
間
と
「
エ
ン
」
の
間

に
も
Ｌ
字
形
に
「
タ
タ
ミ
廊
下
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
幅
が
広
く
、
ま

た
、
畳
敷
で
あ
る
も
の
の
、
機
能
的
に
は
通
路
空
間
と
し
て
の
場
で
あ
り
、
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本
稿
で
は
中
廊
下
、
縁
側
廊
下
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る

中
廊
下
の
普
及
過
程
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
事
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
間
取
り
を
動
線
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
い
く
と
、
動
線
処
理
の

場
と
し
て
、
玄
関
広
間
、
中
廊
下
、
縁
側
廊
下
が
存
在
し
、
部
屋
の
通
り

抜
け
の
欠
点
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
例
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

動
線
処
理
の
場
と
し
て
は
、
玄
関
広
間
や
縁
側
廊
下
と
比
べ
る
と
中
廊
下

は
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
以
前
に
否
定
さ
れ
て
い
た
中
廊
下
が
再

評
価
さ
れ
、
明
治
末
頃
か
ら
動
線
処
理
に
適
し
た
も
の
と
し
て
徐
々
に
取

り
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

3
　「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
の
応
接
間
の
存
在
に
つ
い
て

　

次
に
、
中
廊
下
形
住
宅
の
定
義
の
ひ
と
つ
の
要
件
で
あ
る
洋
風
応
接
室

の
存
在
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
洋
風
応
接
室
と
は
、
住
宅
内
に
「
客

間
」
や
「
座
敷
」
と
称
さ
れ
る
伝
統
的
な
接
客
空
間
を
備
え
つ
つ
、
そ
れ

と
は
別
に
新
た
に
玄
関
脇
に
設
け
ら
れ
た
イ
ス
座
の
部
屋
を
指
し
、
機
能

的
に
は
簡
単
な
接
客
や
主
人
の
書
斎
を
兼
ね
る
場
と
考
え
ら
れ
る
。
分
析

対
象
と
な
る
三
四
例
中
の
住
宅
の
う
ち
、
和
洋
館
並
列
型
住
宅
が
二
例
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
三
二
例
を
見
て
整
理
し
た
も
の
が
〈
表
1
〉

で
あ
る
。

　

さ
て
、〈
表
1
〉
よ
り
玄
関
脇
に
洋
風
応
接
室
の
あ
る
事
例
は
、
極
め

て
少
な
く
僅
か
二
例
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
26
回
目
の
間
取
り
に

は
、
玄
関
脇
に
「
西
洋
間
」
が
あ
り
、
応
接
室
的
な
場
と
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
加
え
る
と
洋
風
の
部
屋
を
備
え
た
も
の
は
三
例
と
な

る
。
な
お
、
第
31
回
目
の
間
取
り
で
は
、
建
物
は
和
風
だ
が
、
書
斎
・
居

間
・
客
間
及
び
寝
室
に
は
暖
炉
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
洋
風
要
素
を
取
り

入
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
洋
室
な
ど
洋
風
要
素
の
導

入
事
例
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
改
め
て
玄
関
脇
の
部
屋
に
注
目
す
れ
ば
、
客
用
の
「
座
敷
」
や

「
客
間
」
と
は
別
に
、
玄
関
脇
に
和
室
に
よ
る
応
接
間
の
あ
る
も
の
が
九

例
み
ら
れ
る
。
こ
の
和
風
の
和
室
応
接
間
も
、
洋
風
応
接
室
と
同
様
に
玄

関
広
間
か
ら
直
に
繫
が
る
場
に
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
座
敷
の
次
の
間
を
応

接
間
と
し
て
兼
用
し
て
い
る
事
例
が
三
例
と
な
る
。
ま
た
、〈
表
1
〉
で

は
応
接
間
の
名
称
が
な
い
も
の
を
「
な
し
」
と
し
た
が
、
本
格
的
な
客
間

以
外
に
玄
関
広
間
に
続
い
て
「
客
間
」
が
あ
る
事
例
が
一
例
、「
客
間
」

の
次
の
間
を
「
書
斎
」
に
兼
用
す
る
事
例
が
一
例
あ
る
。
こ
の
二
例
も
機

能
的
に
は
和
風
応
接
間
と
同
類
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
含

め
る
と
和
風
の
応
接
間
に
相
当
す
る
部
屋
を
有
す
る
も
の
が
11
例
と
な
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
玄
関
脇
に
洋
風
応
接
室
を
持
つ
も
の
は
極
め
て
少

な
い
も
の
の
、
和
風
の
応
接
間
を
持
つ
事
例
は
、
約
三
割
ほ
ど
と
な
る
。

こ
の
割
合
を
ど
う
判
断
す
る
か
は
一
考
を
要
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
座
敷
や

客
間
と
は
別
に
玄
関
脇
に
簡
単
な
客
対
応
の
で
き
る
場
と
し
て
の
和
室
の

応
接
間
を
持
つ
形
式
の
住
宅
が
あ
る
程
度
存
在
す
る
の
は
極
め
て
興
味
深
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い
。
こ
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

中
廊
下
形
住
宅
形
式
の
前
段
と
し
て
こ
う
し
た
形
式
が
存
在
し
て
い
た
の

か
、
或
は
ま
た
、
玄
関
洋
風
応
接
室
の
動
き
を
契
機
に
和
室
の
応
接
間
を

持
つ
形
式
が
生
ま
れ
た
の
か
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
思
わ
れ
る
。

4
　「
時
代
の
家
屋
」
の
間
取
り
の
「
家
族
本
位
」
の
傾
向
に
つ
い
て

　

住
宅
内
の
動
線
処
理
と
洋
風
応
接
室
の
存
在
を
見
て
き
た
が
、
次
に
、

当
時
の
住
宅
に
み
ら
れ
る
「
家
族
本
位
」
の
動
き
を
見
て
み
た
い
。
こ
の

「
家
族
本
位
」
と
は
、
伝
統
的
住
宅
が
家
族
生
活
よ
り
も
接
客
性
を
重
視

し
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
反
動
と
し
て
、
住
宅
を
家
族
の
生
活
を

中
心
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
表
し
た
言
葉
で
、
大
正
期
に

展
開
さ
れ
る
住
宅
改
良
運
動
の
中
で
声
高
に
主
張
さ
れ
た
新
し
い
動
き
の

ひ
と
つ
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
先
に
紹
介
し
た
明
治
三
五
年
の
『
通

俗 

家
屋
改
良
建
築
法
』（
井
上
繁
次
郎
著 

博
文
館
）
に
よ
れ
ば
、「
間
室

配
置
の
事
」
の
項
目
の
中
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
接
客
重
視
の
考
え
を
批

判
し
、
家
族
の
生
活
の
場
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

客
間
は
来
客
を
請
じ
応
接
し
、
饗
宴
等
の
た
め
に
用
ふ
る
一
家
の
表
座
敷

な
り
、
故
に
家
屋
中
最
も
尊
重
な
る
構
造
を
要
し
、
且
つ
庭
園
に
望
た
る

好
位
置
に
置
く
を
以
て
我
国
の
慣
例
と
す
、
然
る
に
近
来
行
わ
る
る
説
は

不
時
の
来
客
を
待
客
間
の
た
め
に
一
家
中
の
最
も
好
位
置
を
塞
ぎ
、
日
常

起
居
す
る
家
族
等
の
居
間
は
、
好
位
置
を
得
ざ
る
こ
と
あ
り
、
故
に
客
間

は
北
側
に
移
し
、
来
客
に
対
す
る
相
当
の
設
備
を
な
せ
は
、
大
い
に
便
利

あ
り
と
す

�

［『
通
俗 

家
屋
改
良
建
築
法
』17-18

］

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
な
接
客
本
位
の
慣
習
を
止
め
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
家
族
生
活
の
場
を
重
要
視
し
、
客
間
と
家
族
の
生
活
の
場
の
位
置
を

置
き
換
え
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
「
家
族
本
位
」
の
間
取
り
に
お
け
る
表
現
の
ひ
と
つ
は
、
家
族
の
生

活
の
場
で
あ
る
「
茶
の
間
」
や
「
居
間
」
を
接
客
用
の
「
座
敷
」
や
「
客

間
」
と
同
様
に
住
環
境
の
良
い
南
側
に
配
置
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
個
人
の
生
活
空
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
個
室
と
し
て
「
子
供
室
」
な

ど
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
家
族

生
活
の
場
の
中
心
と
な
る
「
茶
の
（
（2
（
間
」
に
注
目
し
、
茶
の
間
の
向
き
と
接

客
の
場
で
あ
る
客
間
の
向
き
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
み
た
。

　
〈
表
1
〉
に
よ
れ
ば
、
接
客
の
場
で
あ
る
「
座
敷
」・「
客
間
」
の
部
屋

名
称
が
あ
る
事
例
は
、
三
四
例
中
三
三
例
で
、
部
屋
の
向
き
は
三
三
例
中

三
一
例
が
南
あ
る
い
は
東
南
な
ど
の
南
側
で
あ
る
。
一
方
、「
茶
の
間
」

の
部
屋
名
称
の
あ
る
事
例
は
、
三
四
例
中
三
〇
例
で
、
部
屋
の
向
き
が
南

あ
る
い
は
東
南
な
ど
の
南
側
の
も
の
が
三
〇
例
中
一
九
例
確
認
で
き
る
。

残
り
一
一
例
の
う
ち
、
東
が
五
例
、
北
側
が
五
例
、
行
灯
部
屋
で
方
位
が



図 15　「時代の家屋（十）」明 治 43 年 12 月 13 日
『東京朝日新聞』。
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「時代の家屋」に見られる住宅間取りについて（内田）
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判
断
で
き
な
い
も
の
一
例
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
図
15
は
明
治
四
三
年
一

二
月
一
三
日
掲
載
の
第
10
回
目
の
も
の
で
、
掲
載
さ
れ
た
間
取
り
の
中
で

も
っ
と
も
小
規
模
の
も
の
で
、
茶
の
間
を
北
に
配
置
し
て
い
る
事
例
の
ひ

と
つ
あ
る
。
客
間
と
居
間
が
南
側
に
置
か
れ
、
明
ら
か
に
配
置
計
画
で
は

日
常
的
な
家
族
生
活
の
場
よ
り
も
接
客
に
用
い
る
客
間
が
優
先
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
古
宇
田
は
こ
の
間
取
り
に
つ
い
て
、
小
規
模

の
建
築
費
を
安
く
抑
え
た
事
例
と
し
て
紹
介
し
つ
つ
も
、「
茶
の
間
の
北

向
き
及
び
東
を
押
入
等
に
使
用
せ
る
の
欠
点
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、

茶
の
間
を
日
当
た
り
の
よ
い
南
に
向
け
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
間
取
り
で
は
、
茶
の
間
の
多
く
は
南

を
中
心
に
東
向
き
の
住
環
境
の
良
い
方
向
に
置
か
れ
て
お
り
、
住
環
境
の

最
も
悪
い
北
側
に
茶
の
間
が
置
か
れ
て
い
る
事
例
で
は
、
そ
の
点
を
批
判

し
て
改
め
る
必
要
を
説
い
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
接
客
の
場
で
あ
る

客
間
や
座
敷
と
比
べ
る
と
、
南
向
き
の
割
合
は
低
い
も
の
の
、
茶
の
間
は

六
割
以
上
が
南
側
と
い
う
住
環
境
の
良
い
方
向
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
家

族
生
活
を
重
視
す
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
す
る
間
取
り
が
多
く
を
占

め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、「
女
中
室
」
や
「
書
生
室
」
と
い
っ
た
家
族
以
外
の
個
室
を
除

く
、
家
族
の
た
め
の
個
室
の
存
在
を
見
て
み
た
い
。
部
屋
の
名
称
を
見
て

い
く
と
、「
納
戸
又
は
小
供
室
」
と
い
っ
た
名
称
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
で
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
納
戸
と
子
供
室
（
表
1
で
は
名
称
を
統

一
し
て
い
る
）
の
両
方
が
存
在
す
る
も
の
と
想
定
し
て
扱
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
主
人
の
書
斎
が
あ
る
も
の
は
二
一
例
と
な
る
。

ま
た
、
子
供
室
が
存
在
す
る
事
例
が
一
四
例
、
隠
居
部
屋
は
五
例
で
、
夫

人
室
は
一
例
見
ら
れ
る
。
書
斎
が
見
ら
れ
る
の
は
、
当
時
の
住
宅
と
し
て

は
極
め
て
一
般
的
と
い
え
る
一
方
、
子
供
室
が
一
四
例
見
ら
れ
る
の
は
注

目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
先
の
『
通
俗 

家
屋
改
良
建
築
法
』（
井
上
繁
次

郎
著 
博
文
館
）
で
は
八
例
の
住
宅
間
取
り
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一

例
に
子
供
室
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
刊
行
さ



図 16　「時代の家屋（二十）」明治 44 年 1 月 27 日『東京朝日新聞』。

図 17　「時代の家屋（二十二）」明治 44 年 2 月 4 日『東京朝日新聞』。
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れ
た
『
日
本
住
宅
建
築
図
案
百
種
』（
金
子
清
吉
著 

建
築
書
院
）
で
は
、

一
〇
〇
例
の
住
宅
間
取
り
の
う
ち
、
子
供
室
の
記
載
が
あ
る
の
は
一
四
例
、

昭
和
二
年
の
『
洋
風
を
主
と
す
る
折
衷
小
住
宅
』（
保
岡
勝
也
著 

鈴
木
書

店
）
で
は
三
五
例
中
三
〇
例
に
子
供
室
が
確
認
さ
れ
（
（2
（
る
。
大
雑
把
で
は
あ

る
が
、
こ
う
し
た
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
子
供
室
の
動
向
か

ら
見
る
と
、「
時
代
の
家
屋
」
で
は
子
供
室
が
存
在
す
る
間
取
り
の
割
合
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が
高
く
、
子
供
室
の
存
在
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
子
供
室
を
設
け
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
位
置
も
重
視
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
20
回
の
間
取
り
（
図
16
）
で
は
、
子
供
室
は
北

向
き
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
間
取
り
に
対
し
、
古
宇
田
は
「
小
児
室
の

新
設
と
浴
室
及
家
族
用
便
所
を
離
し
て
独
立
せ
し
め
た
る
は
衛
生
上
又
防

火
其
他
の
点
よ
り
も
宜
し
き
特
徴
と
信
ず
」
と
述
べ
、
子
供
室
を
設
け
て

い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
只
小
児

室
の
北
向
き
と
客
間
、
床
裏
に
密
接
す
る
便
所
と
は
如
何
な
ら
ん
か
」
と

苦
言
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
単
に
独
立
し
た
部

屋
を
設
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
衛
生
面
や
防
火
面
な
ど
の
観
点
か
ら
そ
の

位
置
に
つ
い
て
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
第
22
回
目
の
間
取
り
は
、
子
供
室
が
二
部
屋
用
意
さ
れ
て
お
り
、

と
り
わ
け
子
供
室
を
重
視
し
て
い
る
事
例
と
い
え
る
（
図
17
）。
こ
れ
に

よ
れ
ば
子
供
室
は
共
に
東
南
向
き
の
部
屋
で
、
部
屋
先
の
庭
に
は
「
運
動

場
」
の
記
述
が
あ
り
、
庭
も
鑑
賞
用
で
は
な
く
子
供
用
に
遊
べ
る
も
の
が

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
隠
居
部
屋
は
五
例
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
隠
居
部
屋
の
存
在
は
、

両
親
と
の
同
居
を
意
味
す
る
も
の
で
、
三
世
代
同
居
を
想
定
し
て
い
た
住

宅
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
割
合
は
低
く
、
基
本
的
は
両
親
に
子
供
た

ち
と
い
う
い
わ
ゆ
る
核
家
族
の
住
ま
い
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

む�

す
び
に
か
え
て
　

―
　

「
時
代
の
家
屋
」
の�

間
取
り
か
ら
み
る
明
治
末
期
の
住
宅
像

　

本
稿
で
は
、
明
治
四
三
年
か
ら
明
治
四
四
年
ま
で
の
間
、『
東
京
朝
日

新
聞
』
誌
上
で
連
載
さ
れ
た
記
事
「
時
代
の
家
屋
」
で
紹
介
さ
れ
た
中
流

住
宅
の
間
取
り
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
、
明
治
末
期
の
住
宅

像
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
こ
で
扱
っ
た
間
取
り
は
、
建
築
家
で
あ
る
古
宇

田
實
個
人
の
住
宅
観
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
新
聞
と
い
う
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
、
当
時
の
人
々
に
新
し
い
住
宅
の
あ
り

様
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
こ
の
時
期
は
、
戦
前
期
を
代
表
す
る
わ
が
国
独
自
の
新
し
い
都
市
型
住

宅
と
し
て
知
ら
れ
る
中
廊
下
形
住
宅
の
誕
生
時
期
で
も
あ
り
、
そ
の
成
立

過
程
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
連
載
の
三
四
例
の
間
取
り
か
ら
み
る
中
流
住
宅
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
、
家
屋
の
形
状
は
木
造
瓦
葺
き
の
平
屋
建
て
で
、
規
模
は
四
〇
―

四
九
坪
を
中
心
に
二
〇
坪
か
ら
六
〇
坪
ほ
ど
、
建
設
費
は
一
〇
〇
〇
円
か

ら
三
〇
〇
〇
円
ほ
ど
で
、
そ
の
坪
単
価
は
四
〇
―
四
九
円
を
中
心
に
四
〇

円
か
ら
六
〇
円
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
の

家
族
は
、
夫
婦
に
数
名
の
子
供
で
、
女
中
と
書
生
な
ど
の
使
用
人
が
同
居

し
て
い
た
。
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間
取
り
を
見
る
と
、
大
半
の
住
宅
が
玄
関
広
間
・
中
廊
下
・
縁
側
廊
下

を
用
い
て
、
伝
統
的
住
宅
の
通
り
抜
け
の
欠
点
を
排
除
し
て
い
た
。
と
り

わ
け
、
中
廊
下
が
動
線
の
処
理
と
と
も
に
各
部
屋
の
独
立
性
を
高
め
る
も

の
と
し
て
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
住

宅
の
考
え
方
を
反
映
し
た
間
取
り
が
新
聞
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
伝
統
的
住
宅
を
新
し
い
考
え
方
に
よ
る
中
廊
下
形
住
宅
へ
と
移
行

さ
せ
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
洋
風
化
傾
向
を
見
て
み
る
と
、
玄
関
脇
に
洋
風
応
接
室

を
設
け
た
事
例
は
極
め
て
少
な
く
、
洋
館
の
存
在
や
洋
室
の
存
在
自
体
も

極
め
て
少
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま
だ
、
欧
米
の
洋
館
や
イ
ス
座
の
起

居
様
式
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
は
ま
だ
低
か
っ
た
と
い

え
、
当
時
の
住
宅
改
良
に
お
け
る
関
心
が
、
通
り
抜
け
の
克
服
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

　

た
だ
、
客
間
と
は
別
に
玄
関
脇
に
和
室
の
応
接
間
を
配
し
た
間
取
り
が

多
く
見
ら
れ
、
間
取
り
の
構
成
か
ら
み
る
と
い
わ
ゆ
る
中
廊
下
形
住
宅
と

共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
住
宅
の
間
取
り
の
存
在
を
ど
う
位

置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
新
た
な
課
題
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
間
取
り
か
ら
そ
の
住
宅
像
を
見
る
と
、
家
族
生
活
の
中
心
と
な

る
茶
の
間
が
南
面
す
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、
個
室
と
し
て
子
供

室
の
存
在
も
多
数
の
割
合
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
接
客
本

位
の
住
宅
か
ら
脱
却
し
な
が
ら
、
家
族
の
生
活
を
中
心
と
し
た
家
族
本
位

の
住
宅
を
め
ざ
し
て
い
た
住
宅
と
い
え
る
。
家
族
本
位
の
考
え
方
は
、
大

正
期
に
展
開
さ
れ
る
住
宅
改
良
運
動
や
生
活
改
善
運
動
の
中
で
声
高
に
主

張
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
動
き
は
明
治
期
後
半
に
は
既
に
始
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）
拙
書
『
あ
め
り
か
屋
商
品
住
宅
―
洋
風
住
宅
開
拓
史
―
』（
住
ま
い
の
図
書
館

出
版
局 

一
九
八
七
年
）
参
照
。「
あ
め
り
か
屋
」
は
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
橋
口
信

助
が
住
宅
の
洋
風
化
を
め
ざ
し
、
明
治
四
二
年
に
創
設
し
た
住
宅
専
門
会
社
。

創
設
時
は
、
ア
メ
リ
カ
製
の
住
宅
を
輸
入
販
売
し
、
ア
メ
リ
カ
住
宅
の
導
入
を

行
っ
た
。

（
2
）
藤
岡
洋
保
・
石
井
高
弘
「
明
治
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
に
お
け
る
『
住
宅
図
集
』

に
つ
い
て
　

―
　

出
版
の
背
景
と
和
洋
に
対
す
る
態
度
　

―
　

」、『
日
本
建
築
学
会

大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』
七
八
七
―
七
八
八
頁
、
一
九
九
〇
年
。
な
お
、
筆
者

は
か
つ
て
、
衣
食
住
及
び
生
活
感
の
変
遷
を
通
じ
て
日
本
の
近
代
化
を
理
解
す

る
た
め
に
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
関
連
分
野
の
文
献
二
一
冊
を
修

正
・
復
刻
し
、『
近
代
日
本
生
活
文
化
基
本
文
献
集
　

―
　

ひ
と
・
も
の
・
住
ま

い
　

―
　

』
と
し
て
三
期
に
分
け
て
刊
行
し
た
。
そ
の
際
、
第
一
期
明
治
末
期
・

大
正
初
期
、
第
二
期
大
正
・
昭
和
初
期
、
第
三
期
昭
和
戦
前
期
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、
欧
米
の
影
響
を
受
け
る
中
で
、
伝
統
的
な
在
来
の
住
ま
い
を
相
対
化
し
て

眺
め
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
問
題
を
発
見
し
た
時
期
、
欧
米
の
住
ま
い
を
モ

デ
ル
と
し
て
新
住
宅
を
追
求
し
て
い
く
時
期
、
現
実
的
観
点
か
ら
の
提
案
が
展
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開
さ
れ
た
時
期
と
し
た
。
ま
さ
に
、
筆
者
が
規
定
し
た
第
一
期
こ
そ
、
今
回
、

分
析
対
象
と
し
た
時
期
と
い
え
る
。

（
3
）『
建
築
世
界
』
で
は
、
明
治
四
二
年
に
中
流
紳
士
住
宅
を
テ
ー
マ
と
し
た
住
宅

設
計
競
技
を
行
い
、
中
流
紳
士
住
宅
へ
の
関
心
を
喚
起
さ
せ
て
い
た
。

（
4
）
菊
岡
俱
也
「
編
集
に
あ
た
っ
て
」『
日
本
近
代
建
築
・
土
木
・
都
市
・
住
宅
雑

誌
目
次
総
覧
』
所
収
、
柏
書
房
、
一
九
九
〇
年
。
な
お
、『
建
築
画
報
』
の
創

刊
は
、
明
治
四
三
年
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

（
5
）
拙
稿
「
総
論
」『
近
代
日
本
生
活
文
化
基
本
文
献
集
　

―
　

ひ
と
・
も
の
・
住
ま

い
　

―
　

解
題
』
所
収
一
〇
頁 
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

二
〇
一
二
年
。

（
6
）
安
野
彰
「
第
一
巻
」『
近
代
日
本
生
活
文
化
基
本
文
献
集
　

―
　

ひ
と
・
も
の
・

住
ま
い
　

―
　

解
題
』
所
収
一
八
頁 

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

二
〇
一
二
年
。

（
7
）
山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』
一
〇
九
―
一
一
二
頁
。

（
8
）
注
7
。
四
一
一
頁
参
照
。

（
9
）
注
7
。
一
二
八
―
一
三
二
頁
。

（
10
）
木
村
徳
国
『
日
本
近
代
都
市
独
立
住
宅
様
式
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
史
的
研

究
』
私
家
版 

一
九
五
九
年
。
な
お
、
木
村
は
こ
の
中
廊
下
形
住
宅
様
式
は
、

洋
風
応
接
室
・
書
斎
と
中
廊
下
の
存
在
と
と
も
に
、
便
所
の
入
口
部
へ
の
移
動
、

さ
ら
に
大
正
期
に
な
る
と
玄
関
の
間
の
ホ
ー
ル
化
が
始
ま
る
と
し
、「
強
い
洋

風
の
影
響
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
来
和
風
住
宅
の
延
長
と
し
て
、

全
く
違
和
を
生
ず
る
こ
と
な
し
に
、
大
正
・
昭
和
の
都
市
中
産
社
会
へ
の
力
強

い
普
及
を
許
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
11
）
拙
稿
「
明
治
期
の
住
宅
改
良
に
見
ら
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
識
に
つ
い
て
」

日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
、
一
九
七
五
年
。

（
12
）
拙
書
『
日
本
の
近
代
住
宅
』、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
四
年
参
照
。

（
13
）
注
12
と
同
じ
。

（
14
）
青
木
正
夫
『
中
廊
下
』、
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
。

（
15
）
こ
の
「
時
代
の
家
屋
」
を
取
り
上
げ
紹
介
し
て
い
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
平

井
聖
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

近
代
文
化
研
究
叢
書
5
「
猫
の
家
」
そ
の
前
と
後
』

（
昭
和
女
子
大
学 

近
代
文
化
研
究
所 

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
だ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
在
来
住
宅
批
判
の
一
例
と
し
て
明
治
四
三
年
一
二
月
一
三
日
の
間

取
り
を
取
り
挙
げ
、「
こ
の
頃
既
に
北
向
き
の
茶
の
間
は
、
そ
の
住
宅
の
欠
点

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
紹
介
し
て
い
る
だ
け
で
、

三
六
案
全
体
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
新
聞
紙
上
の
記
事
に
つ

い
て
は
「
明
治
の
終
わ
り
近
く
に
な
る
と
、
東
京
で
は
そ
れ
ま
で
の
借
家
の
傾

向
か
ら
、
持
ち
家
の
志
向
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
住
宅
を
建
て

よ
う
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、
解
説
付
き
で
間
取
り
を
紹
介
す
る
啓
蒙
的
な
記

事
が
新
聞
紙
上
に
現
れ
ま
す
」
と
、
こ
の
記
事
の
意
味
を
論
じ
て
い
る
。

（
16
）
経
歴
等
は
堀
勇
良
『
日
本
近
代
建
築
人
名
総
覧
』（
中
央
公
論
新
社 

二
〇
二
一

年
）
に
よ
る
。

（
17
）
注
16
参
照
。
堀
は
古
宇
田
の
「
時
代
の
家
屋
」
の
連
載
に
関
し
、「『
時
代
の
家

屋
（
一
）
～
（
三
十
）』「
工
学
士
古
宇
田
實
氏
〈
選
〉」
東
京
朝
日
新
聞

1‌0.11.08

―1‌1.04.17

」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
記
事
は
一
九
一
一
年
七

月
一
六
日
の
36
回
ま
で
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
連
載
は
36
回
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
記
事
の
連
番
に
間
違
い
が
あ
り
、
9
回
と
す
る
記
事
が
連
続
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
最
初
の
9
回
の
記
事
を
8
回
の
も
の
と
し

て
扱
っ
て
い
る
。
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（
18
）
第
4
回
目
の
連
載
記
事
は
、
第
3
回
目
の
間
取
り
の
住
宅
の
立
面
図
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
記
事
は
、「
古
宇
田
實
氏
選
」
と
あ
る
。
第
3
回
目
の
間
取
り
だ

け
設
計
し
、
外
観
を
選
択
し
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
立
面
図
も

古
宇
田
實
の
設
計
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、「
古
宇
田
實
氏
選
」
は
「
古

宇
田
實
氏
案
」
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）
江
面
嗣
人
に
よ
れ
ば
、
東
京
に
お
け
る
新
築
住
宅
の
推
移
を
み
て
い
く
と
、
二

階
建
て
が
平
屋
よ
り
も
多
く
な
る
の
が
昭
和
四
・
五
年
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

（
20
）
和
洋
館
並
列
型
住
宅
は
、
第
6
回
と
第
15
回
の
間
取
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

第
6
回
の
も
の
は
、
洋
館
と
日
本
館
か
ら
な
り
、
洋
館
は
煉
瓦
造
の
場
合
と
木

造
の
価
格
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
第
15
回
の
も
の
は
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
外
観

か
ら
は
、
和
館
部
と
洋
館
部
の
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
の
、「
下
家
（
日
本
館
）

即
ち
附
属
屋
は
外
部
洋
風
内
部
は
日
本
風
と
な
し
建
設
費
を
減
じ
」
と
あ
り
、

一
般
的
な
和
洋
館
並
列
型
住
宅
と
い
う
よ
り
も
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
、
大

壁
に
よ
る
洋
館
部
の
う
ち
、
台
所
と
配
膳
室
、
浴
室
、
使
用
人
室
を
附
属
屋
と

称
し
、
こ
れ
ら
諸
室
部
分
の
構
造
を
伝
統
的
な
真
壁
造
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
住
宅
も
和
洋
館
並
列
型
住
宅
に
類
す
る
も
の
と
し
た
。

（
21
）
建
設
費
や
坪
単
価
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
一
概
に
換
算
で
き
な
い
が
、

『
値
段
史
年
表 

明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社 

一
九
八
八
年
）
に
よ
れ

ば
、
明
治
四
三
―
四
四
（
一
九
一
〇
―
一
一
）
年
当
時
の
銀
行
員
の
大
卒
初
任

給
は
四
〇
円
で
あ
っ
た
。

（
22
）
現
在
、
家
庭
生
活
の
場
の
部
屋
名
称
は
「
居
間
」（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
）
が
一

般
的
と
い
え
る
。
し
か
し
、
明
治
後
期
の
「
居
間
」
は
、
家
族
生
活
の
場
と
と

も
に
個
室
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
確
実
に
家
族
の
部

屋
で
あ
る
「
茶
の
間
」
に
注
目
し
た
。

（
23
）
拙
稿
「
住
ま
い
か
ら
見
る
近
代
日
本
に
お
け
る
家
族
の
変
遷
」『
環
』

N
o.26 

一
九
〇
―
二
〇
一
頁 

二
〇
〇
六
年
夏 

藤
原
書
店
。
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i

On the Plan of the Houses That Was Serialized in the 
Newspaper at the End of the Meiji Era

UCHIDA Seizo

This paper discusses the characteristics of the floor plans of houses at that 
time, based on “The House of the Times: Floor Plans of a Middle-Class Gen-
tleman’s Residence,” which was serialized 36 times in the Tokyo Asahi Shim-
bun newspaper from 1910 to 1911. It was an important period that the West-
ernization had been carried out since the Meiji era (1868-1912) penetrated into 
middle-class housing, and also the birth of a new housing style for the middle 
class that represented the prewar period. This new housing style had two no-
table features : 1) a central corridor and 2) a Western-style reception room by 
the entrance. In this paper, I have tried to organize the floor plans introduced 
in the new situation, paying attention to the existence of this “corridor” and 
the “Western-style reception room” by the entrance. As a result, I found that 
although corridors were actively used, Western-style rooms were rarely seen, 
indicating that the Westernization of the style of living had not yet become 
widespread.


